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村上市民の命の大切さと心の絆を深める条例 

平成 26年６月 26日 

条例第 32号 

改正 平成 30年３月 19日条例第 20号 

自然に恵まれた美しいこのまちで暮らす市民一人ひとりが、村上市民憲章に謳われているとおり、

「はぐくもう愛と思いやりのこころを」それが私たちの願いです。 

だれもが安心して健やかに暮らせることが、大切であると考えます。 

村上市においては、心の病などにより、尊い命が自殺により失われています。 

市民一人ひとりが、命の大切さと心の絆を深めながら自殺対策に取り組み、市民みんなで支えあ

う村上市となるため、この条例を制定します。 

（目的） 

第１条 この条例は、自殺対策基本法（平成 18年法律第 85号）第２条に規定する基本理念に基づ

き、村上市（以下「市」という。）の自殺対策を総合的に推進することにより、自殺防止を図り、

もって市民一人ひとりが安心して健やかに暮らせることを目指して、市民みんなで支えあう社会

の実現に寄与することを目的とする。 

（市の責務） 

第２条 市は、自殺対策について、国及び新潟県並びに関係機関と協力しつつ、市の状況に応じた

施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 市は、事業主及び市民の責務に関する自殺対策の取組を支援するものとする。 

（事業主の責務） 

第３条 事業主は、国及び地方公共団体が実施する自殺対策に協力するとともに、その雇用する労

働者の心の健康保持を図るため、必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

（市民の責務） 

第４条 市民は、自殺対策について関心と理解を深めるとともに、一人ひとりが自殺対策に向けた

取組を行うように努めるものとする。 

（名誉及び生活の平穏への配慮） 

第５条 自殺対策の実施に当たっては、自殺者及び自殺未遂者並びにそれらの者の親族等の名誉及

び生活の平穏に十分配慮し、これらを不当に侵害することのないようにしなければならない。 

（基本的施策） 

第６条 市は、次に掲げる自殺対策に関する施策を実施するものとする。 

(1) 実態把握及び調査研究の推進 

(2) 関係機関及び民間団体との連携体制の構築 

(3) 相談員の資質向上及び人材養成 

(4) 心の健康づくり事業の推進 

(5) 市民への普及啓発の推進 

(6) 適切な医療の推進 

(7) その他自殺対策に関し必要な施策 

２ 市は、前項各号に掲げる施策を実施するため、自殺対策に関する行動計画を策定し、進捗管理

を行うものとする。 
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（委任） 

第７条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 30年３月 19日条例第 20号） 

この条例は、公布の日から施行する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39



39 
 

村上市民の命の大切さと心の絆を深める自殺対策検討委員会条例 

平成 26年６月 26日 

条例第 33号 

改正 平成 30年３月 19日条例第 20号 

（設置） 

第１条 市の自殺対策に関する行動計画（以下「行動計画」という。）の円滑な整備及び推進を図

るため、村上市民の命の大切さと心の絆を深める自殺対策検討委員会（以下「委員会」という。）

を置く。 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、市長の諮問に応じ、次に掲げる事項について調査及び審議する。 

(1) 行動計画の策定及び変更に関すること。 

(2) 行動計画に基づく事業の実施に関すること。 

(3) その他市長が自殺対策に必要と認めること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 20人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 関係する各種団体に属する者 

(2) 保健医療機関に属する者 

(3) 福祉関係機関に属する者 

(4) 関係行政機関の職員 

(5) 地域住民の代表 

(6) 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認めるもの 

３ 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間と

する。 

（委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の中から互選する。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。 

２ 委員会は、委員の定数の半数以上の委員が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは委員長の決するところによる。 

（意見の聴取等） 

第６条 委員会は、調査又は審議に必要があると認めるときは、関係者の出席を求めて意見若しく

は説明を聴き、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、保健医療課において処理する。 

（報酬及び費用弁償） 

第８条 委員の報酬及び費用弁償は、村上市の特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例（平成 20年村上市条例第 46号）に定めるところによる。 
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（委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営について必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

附 則（平成 30年３月 19日条例第 20号） 

この条例は、公布の日から施行する。 
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自殺対策基本法 

（平成十八年六月二十一日） 

（法律第八十五号） 

第百六十四回通常国会 

第三次小泉内閣 

改正 平成二七年九月一一日法律第六六号 

同二八年三月三〇日同第一一号 

自殺対策基本法をここに公布する。 

自殺対策基本法 

目次 

第一章 総則（第一条―第十一条） 

第二章 自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画等（第十二条―第十四条） 

第三章 基本的施策（第十五条―第二十二条） 

第四章 自殺総合対策会議等（第二十三条―第二十五条） 

附則 

第一章 総則 

（目的） 

第一条 この法律は、近年、我が国において自殺による死亡者数が高い水準で推移している状況に

あり、誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指して、これに対処していくことが重

要な課題となっていることに鑑み、自殺対策に関し、基本理念を定め、及び国、地方公共団体等

の責務を明らかにするとともに、自殺対策の基本となる事項を定めること等により、自殺対策を

総合的に推進して、自殺の防止を図り、あわせて自殺者の親族等の支援の充実を図り、もって国

民が健康で生きがいを持って暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とする。 

（平二八法一一・一部改正） 

（基本理念） 

第二条 自殺対策は、生きることの包括的な支援として、全ての人がかけがえのない個人として尊

重されるとともに、生きる力を基礎として生きがいや希望を持って暮らすことができるよう、そ

の妨げとなる諸要因の解消に資するための支援とそれを支えかつ促進するための環境の整備充

実が幅広くかつ適切に図られることを旨として、実施されなければならない。 

２ 自殺対策は、自殺が個人的な問題としてのみ捉えられるべきものではなく、その背景に様々な

社会的な要因があることを踏まえ、社会的な取組として実施されなければならない。 

３ 自殺対策は、自殺が多様かつ複合的な原因及び背景を有するものであることを踏まえ、単に精

神保健的観点からのみならず、自殺の実態に即して実施されるようにしなければならない。 

４ 自殺対策は、自殺の事前予防、自殺発生の危機への対応及び自殺が発生した後又は自殺が未遂

に終わった後の事後対応の各段階に応じた効果的な施策として実施されなければならない。 

５ 自殺対策は、保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策との有機的な連携が図られ、総

合的に実施されなければならない。 

（平二八法一一・一部改正） 

（国及び地方公共団体の責務） 

第三条 国は、前条の基本理念（次項において「基本理念」という。）にのっとり、自殺対策を総
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合的に策定し、及び実施する責務を有する。 

２ 地方公共団体は、基本理念にのっとり、自殺対策について、国と協力しつつ、当該地域の状況

に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

３ 国は、地方公共団体に対し、前項の責務が十分に果たされるように必要な助言その他の援助を

行うものとする。 

（平二八法一一・一部改正） 

（事業主の責務） 

第四条 事業主は、国及び地方公共団体が実施する自殺対策に協力するとともに、その雇用する労

働者の心の健康の保持を図るため必要な措置を講ずるよう努めるものとする。 

（平二八法一一・旧第五条繰上） 

（国民の責務） 

第五条 国民は、生きることの包括的な支援としての自殺対策の重要性に関する理解と関心を深め

るよう努めるものとする。 

（平二八法一一・旧第六条繰上・一部改正） 

（国民の理解の増進） 

第六条 国及び地方公共団体は、教育活動、広報活動等を通じて、自殺対策に関する国民の理解を

深めるよう必要な措置を講ずるものとする。 

（平二八法一一・追加） 

（自殺予防週間及び自殺対策強化月間） 

第七条 国民の間に広く自殺対策の重要性に関する理解と関心を深めるとともに、自殺対策の総合

的な推進に資するため、自殺予防週間及び自殺対策強化月間を設ける。 

２ 自殺予防週間は九月十日から九月十六日までとし、自殺対策強化月間は三月とする。 

３ 国及び地方公共団体は、自殺予防週間においては、啓発活動を広く展開するものとし、それに

ふさわしい事業を実施するよう努めるものとする。 

４ 国及び地方公共団体は、自殺対策強化月間においては、自殺対策を集中的に展開するものとし、

関係機関及び関係団体と相互に連携協力を図りながら、相談事業その他それにふさわしい事業を

実施するよう努めるものとする。 

（平二八法一一・追加） 

（関係者の連携協力） 

第八条 国、地方公共団体、医療機関、事業主、学校（学校教育法（昭和二十二年法律第二十六号）

第一条に規定する学校をいい、幼稚園及び特別支援学校の幼稚部を除く。第十七条第一項及び第

三項において同じ。）、自殺対策に係る活動を行う民間の団体その他の関係者は、自殺対策の総合

的かつ効果的な推進のため、相互に連携を図りながら協力するものとする。 

（平二八法一一・追加） 

（名誉及び生活の平穏への配慮） 

第九条 自殺対策の実施に当たっては、自殺者及び自殺未遂者並びにそれらの者の親族等の名誉及

び生活の平穏に十分配慮し、いやしくもこれらを不当に侵害することのないようにしなければな

らない。 

（平二八法一一・旧第七条繰下） 
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（法制上の措置等） 

第十条 政府は、この法律の目的を達成するため、必要な法制上又は財政上の措置その他の措置を

講じなければならない。 

（平二八法一一・旧第九条繰下） 

（年次報告） 

第十一条 政府は、毎年、国会に、我が国における自殺の概況及び講じた自殺対策に関する報告書

を提出しなければならない。 

（平二八法一一・旧第十条繰下・一部改正） 

第二章 自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画等 

（平二八法一一・追加） 

（自殺総合対策大綱） 

第十二条 政府は、政府が推進すべき自殺対策の指針として、基本的かつ総合的な自殺対策の大綱

（次条及び第二十三条第二項第一号において「自殺総合対策大綱」という。）を定めなければな

らない。 

（平二八法一一・追加） 

（都道府県自殺対策計画等） 

第十三条 都道府県は、自殺総合対策大綱及び地域の実情を勘案して、当該都道府県の区域内にお

ける自殺対策についての計画（次項及び次条において「都道府県自殺対策計画」という。）を定

めるものとする。 

２ 市町村は、自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画並びに地域の実情を勘案して、当該市

町村の区域内における自殺対策についての計画（次条において「市町村自殺対策計画」という。）

を定めるものとする。 

（平二八法一一・追加） 

（都道府県及び市町村に対する交付金の交付） 

第十四条 国は、都道府県自殺対策計画又は市町村自殺対策計画に基づいて当該地域の状況に応じ

た自殺対策のために必要な事業、その総合的かつ効果的な取組等を実施する都道府県又は市町村

に対し、当該事業等の実施に要する経費に充てるため、推進される自殺対策の内容その他の事項

を勘案して、厚生労働省令で定めるところにより、予算の範囲内で、交付金を交付することがで

きる。 

（平二八法一一・追加） 

第三章 基本的施策 

（平二八法一一・旧第二章繰下） 

（調査研究等の推進及び体制の整備） 

第十五条 国及び地方公共団体は、自殺対策の総合的かつ効果的な実施に資するため、自殺の実態、

自殺の防止、自殺者の親族等の支援の在り方、地域の状況に応じた自殺対策の在り方、自殺対策

の実施の状況等又は心の健康の保持増進についての調査研究及び検証並びにその成果の活用を

推進するとともに、自殺対策について、先進的な取組に関する情報その他の情報の収集、整理及

び提供を行うものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、前項の施策の効率的かつ円滑な実施に資するための体制の整備を行う 
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ものとする。 

（平二八法一一・旧第十一条繰下・一部改正） 

（人材の確保等） 

第十六条 国及び地方公共団体は、大学、専修学校、関係団体等との連携協力を図りながら、自殺

対策に係る人材の確保、養成及び資質の向上に必要な施策を講ずるものとする。 

（平二八法一一・旧第十三条繰下・一部改正） 

（心の健康の保持に係る教育及び啓発の推進等） 

第十七条 国及び地方公共団体は、職域、学校、地域等における国民の心の健康の保持に係る教育

及び啓発の推進並びに相談体制の整備、事業主、学校の教職員等に対する国民の心の健康の保持

に関する研修の機会の確保等必要な施策を講ずるものとする。 

２ 国及び地方公共団体は、前項の施策で大学及び高等専門学校に係るものを講ずるに当たっては、

大学及び高等専門学校における教育の特性に配慮しなければならない。 

３ 学校は、当該学校に在籍する児童、生徒等の保護者、地域住民その他の関係者との連携を図り

つつ、当該学校に在籍する児童、生徒等に対し、各人がかけがえのない個人として共に尊重し合

いながら生きていくことについての意識の涵
かん

養等に資する教育又は啓発、困難な事態、強い心理

的負担を受けた場合等における対処の仕方を身に付ける等のための教育又は啓発その他当該学

校に在籍する児童、生徒等の心の健康の保持に係る教育又は啓発を行うよう努めるものとする。 

（平二八法一一・旧第十四条繰下・一部改正） 

（医療提供体制の整備） 

第十八条 国及び地方公共団体は、心の健康の保持に支障を生じていることにより自殺のおそれが

ある者に対し必要な医療が早期かつ適切に提供されるよう、精神疾患を有する者が精神保健に関

して学識経験を有する医師（以下この条において「精神科医」という。）の診療を受けやすい環

境の整備、良質かつ適切な精神医療が提供される体制の整備、身体の傷害又は疾病についての診

療の初期の段階における当該診療を行う医師と精神科医との適切な連携の確保、救急医療を行う

医師と精神科医との適切な連携の確保、精神科医とその地域において自殺対策に係る活動を行う

その他の心理、保健福祉等に関する専門家、民間の団体等の関係者との円滑な連携の確保等必要

な施策を講ずるものとする。 

（平二八法一一・旧第十五条繰下・一部改正） 

（自殺発生回避のための体制の整備等） 

第十九条 国及び地方公共団体は、自殺をする危険性が高い者を早期に発見し、相談その他の自殺

の発生を回避するための適切な対処を行う体制の整備及び充実に必要な施策を講ずるものとす

る。 

（平二八法一一・旧第十六条繰下） 

（自殺未遂者等の支援） 

第二十条 国及び地方公共団体は、自殺未遂者が再び自殺を図ることのないよう、自殺未遂者等へ

の適切な支援を行うために必要な施策を講ずるものとする。 

（平二八法一一・旧第十七条繰下・一部改正） 

（自殺者の親族等の支援） 

第二十一条 国及び地方公共団体は、自殺又は自殺未遂が自殺者又は自殺未遂者の親族等に及ぼす

深刻な心理的影響が緩和されるよう、当該親族等への適切な支援を行うために必要な施策を講ず
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るものとする。 

（平二八法一一・旧第十八条繰下・一部改正） 

（民間団体の活動の支援） 

第二十二条 国及び地方公共団体は、民間の団体が行う自殺の防止、自殺者の親族等の支援等に関

する活動を支援するため、助言、財政上の措置その他の必要な施策を講ずるものとする。 

（平二八法一一・旧第十九条繰下・一部改正） 

第四章 自殺総合対策会議等 

（平二八法一一・旧第三章繰下・改称） 

（設置及び所掌事務） 

第二十三条 厚生労働省に、特別の機関として、自殺総合対策会議（以下「会議」という。）を置

く。 

２ 会議は、次に掲げる事務をつかさどる。 

一 自殺総合対策大綱の案を作成すること。 

二 自殺対策について必要な関係行政機関相互の調整をすること。 

三 前二号に掲げるもののほか、自殺対策に関する重要事項について審議し、及び自殺対策の実

施を推進すること。 

（平二七法六六・一部改正、平二八法一一・旧第二十条繰下・一部改正） 

（会議の組織等） 

第二十四条 会議は、会長及び委員をもって組織する。 

２ 会長は、厚生労働大臣をもって充てる。 

３ 委員は、厚生労働大臣以外の国務大臣のうちから、厚生労働大臣の申出により、内閣総理大臣

が指定する者をもって充てる。 

４ 会議に、幹事を置く。 

５ 幹事は、関係行政機関の職員のうちから、厚生労働大臣が任命する。 

６ 幹事は、会議の所掌事務について、会長及び委員を助ける。 

７ 前各項に定めるもののほか、会議の組織及び運営に関し必要な事項は、政令で定める。 

（平二七法六六・一部改正、平二八法一一・旧第二十一条繰下・一部改正） 

（必要な組織の整備） 

第二十五条 前二条に定めるもののほか、政府は、自殺対策を推進するにつき、必要な組織の整備

を図るものとする。 

（平二八法一一・追加） 

附 則 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、公布の日から起算して六月を超えない範囲内において政令で定める日から施

行する。 

（平成一八年政令第三四三号で平成一八年一〇月二八日から施行） 

附 則 （平成二七年九月一一日法律第六六号） 抄 

（施行期日） 

第一条 この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当

該各号に定める日から施行する。 
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一 附則第七条の規定 公布の日 

（自殺対策基本法の一部改正に伴う経過措置） 

第六条 この法律の施行の際現に第二十七条の規定による改正前の自殺対策基本法第二十条第一

項の規定により置かれている自殺総合対策会議は、第二十七条の規定による改正後の自殺対策基

本法第二十条第一項の規定により置かれる自殺総合対策会議となり、同一性をもって存続するも

のとする。 

（政令への委任） 

第七条 附則第二条から前条までに定めるもののほか、この法律の施行に関し必要な経過措置は、

政令で定める。 

附 則 （平成二八年三月三〇日法律第一一号） 抄 

（施行期日） 

１ この法律は、平成二十八年四月一日から施行する。 
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自
殺
総
合
対
策
大
綱
 

～
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
～

 

 第
１

 自
殺
総
合
対
策
の
基
本
理
念

 

 ＜
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
す
＞

 

平
成
１
８
年
１
０
月
に
自
殺
対
策
基
本
法
（
以
下
「
基
本
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
て
以
降
、「
個

人
の
問
題
」
と
認
識
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
自
殺
は
広
く
「
社
会
の
問
題
」
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
が
総
合
的
に
推
進
さ
れ
た
結
果
、
自
殺
者
数
の
年
次
推
移
は
減
少
傾
向

に
あ
る
な
ど
、
着
実
に
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
自
殺
者
数
の
累
計
は
毎
年
２
万

人
を
超
え
る
水
準
で
積
み
上
が
っ
て
い
る
な
ど
、
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て
お
り
、
決
し
て
楽
観

で
き
る
状
況
に
は
な
い
。

 

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
。
自
殺
の
背
景
に
は
、
精
神
保
健
上
の
問
題

だ
け
で
な
く
、
過
労
、
生
活
困
窮
、
育
児
や
介
護
疲
れ
、
い
じ
め
や
孤
立
な
ど
の
様
々
な
社
会
的
要

因
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
自
殺
対
策
は
、
社
会
に
お
け
る
「
生
き
る
こ
と
の

阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）」
を
減
ら
し
、
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自
殺
に
対
す
る
保

護
要
因
）
」
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
方
向
で
、
「
対
人

支
援
の
レ
ベ
ル
」、
「
地
域
連
携
の
レ
ベ
ル
」、
「
社
会
制
度
の
レ
ベ
ル
」、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
強
力
に
、

か
つ
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

 

自
殺
対
策
の
本
質
が
生
き
る
こ
と
の
支
援
に
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、「
い
の
ち
支
え
る
自
殺
対

策
」
と
い
う
理
念
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」

を
目
指
す
。

 

 第
２
．
自
殺
の
現
状
と
自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
基
本
認
識

 

 ＜
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
＞

 

自
殺
は
、
人
が
自
ら
命
を
絶
つ
瞬
間
的
な
行
為
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人
が
命
を
絶
た
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
自
殺
に
至
る
心
理
と
し
て
は
、

様
々
な
悩
み
が
原
因
で
心
理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
、
自
殺
以
外
の
選
択
肢
が
考
え
ら
れ
な
い
状
態
に

陥
っ
た
り
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
減
少
や
生
き
て
い
て
も
役
に
立
た
な
い
と
い
う
役
割
喪
失
感
か

ら
、
ま
た
、
与
え
ら
れ
た
役
割
の
大
き
さ
に
対
す
る
過
剰
な
負
担
感
か
ら
、
危
機
的
な
状
態
に
ま
で

追
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
過
程
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

 

自
殺
行
動
に
至
っ
た
人
の
直
前
の
心
の
健
康
状
態
を
見
る
と
、
大
多
数
は
、
様
々
な
悩
み
に
よ
り
心

理
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
結
果
、
抑
う
つ
状
態
に
あ
っ
た
り
、
う
つ
病
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
等
の

精
神
疾
患
を
発
症
し
て
い
た
り
と
、
こ
れ
ら
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
判
断
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

 

こ
の
よ
う
に
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、「
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま

れ
た
末
の
死
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

 

 ＜
年
間
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て
い
る
＞

 

平
成
１
９
年
６
月
、
政
府
は
、
基
本
法
に
基
づ
き
、
政
府
が
推
進
す
べ
き
自
殺
対
策
の
指
針
と
し
て

自
殺
総
合
対
策
大
綱
（
以
下
「
大
綱
」
と
い
う
。）
を
策
定
し
、
そ
の
下
で
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推

進
し
て
き
た
。

 

大
綱
に
基
づ
く
政
府
の
取
組
の
み
な
ら
ず
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
様
々

な
取
組
の
結
果
、
平
成
１
０
年
の
急
増
以
降
年
間
３
万
人
超
と
高
止
ま
っ
て
い
た
年
間
自
殺
者
数
は

平
成
２
２
年
以
降
７
年
連
続
し
て
減
少
し
、
平
成
２
７
年
に
は
平
成
１
０
年
の
急
増
前
以
来
の
水
準

と
な
っ
た
。
自
殺
者
数
の
内
訳
を
見
る
と
、
こ
の
間
、
男
性
、
特
に
中
高
年
男
性
が
大
き
な
割
合
を

占
め
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
人
口
１
０
万
人
当
た
り
の
自
殺
に
よ
る
死
亡
率
（
以
下

「
自
殺
死
亡
率
」
と
い
う
。）
は
着
実
に
低
下
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢
者
の
自
殺
死
亡
率
の
低

下
も
顕
著
で
あ
る
。

 

し
か
し
、
そ
れ
で
も
非
常
事
態
は
い
ま
だ
続
い
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
若
年
層
で
は
、
２

０
歳
未
満
は
自
殺
死
亡
率
が
平
成
１
０
年
以
降
お
お
む
ね
横
ば
い
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
２
０
歳

代
や
３
０
歳
代
に
お
け
る
死
因
の
第
一
位
が
自
殺
で
あ
り
、
自
殺
死
亡
率
も
他
の
年
代
に
比
べ
て
ピ

ー
ク
時
か
ら
の
減
少
率
が
低
い
。
さ
ら
に
、
我
が
国
の
自
殺
死
亡
率
は
主
要
先
進
７
か
国
の
中
で
最

も
高
く
、
年
間
自
殺
者
数
も
依
然
と
し
て
２
万
人
を
超
え
て
い
る
。
か
け
が
え
の
な
い
多
く
の
命
が

日
々
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 

 ＜
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
推
進
す
る
＞

 

我
が
国
の
自
殺
対
策
が
目
指
す
の
は
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実
現
」
で

あ
り
、
基
本
法
に
も
、
そ
の
目
的
は
「
国
民
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
」
と
う
た
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
殺
対
策
を
社
会
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

 

ま
た
、
施
行
か
ら
１
０
年
の
節
目
に
当
た
る
平
成
２
８
年
に
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
都
道
府
県
及
び

市
町
村
は
、
大
綱
及
び
地
域
の
実
情
等
を
勘
案
し
て
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
さ
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れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
た
め
、

自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
を
自
殺
の
地
域
特
性
ご
と
に
類

型
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
自
殺
対
策
事
業
を
ま
と
め
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

を
提
供
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
実
施
し
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
各
自
殺
対

策
事
業
の
成
果
等
を
分
析
し
、
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
改
善
を
図

る
こ
と
で
、
よ
り
精
度
の
高
い
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
地
方
公
共
団
体
に
還
元
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

自
殺
総
合
対
策
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
国
と
地
方
公
共
団
体
等
が
協
力
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、
自
殺
対
策
を
常
に
進
化
さ
せ
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
取
組
で
あ
る
。

 

 第
３

 自
殺
総
合
対
策
の
基
本
方
針
 

 １
．
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
推
進
す
る

 

 ＜
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
＞

 

世
界
保
健
機
関
が
「
自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
の
で
き
る
社
会
的
な
問
題
」
で
あ
る
と
明
言

し
て
い
る
よ
う
に
、
自
殺
は
社
会
の
努
力
で
避
け
る
こ
と
の
で
き
る
死
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
世
界

の
共
通
認
識
と
な
っ
て
い
る
。

 

 
経
済
・
生
活
問
題
、
健
康
問
題
、
家
庭
問
題
等
自
殺
の
背
景
・
原
因
と
な
る
様
々
な
要
因
の
う
ち
、

失
業
、
倒
産
、
多
重
債
務
、
長
時
間
労
働
等
の
社
会
的
要
因
に
つ
い
て
は
、
制
度
、
慣
行
の
見
直
し

や
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
と
い
う
社
会
的
な
取
組
に
よ
り
解
決
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
健
康
問

題
や
家
庭
問
題
等
一
見
個
人
の
問
題
と
思
わ
れ
る
要
因
で
あ
っ
て
も
、
専
門
家
へ
の
相
談
や
う
つ
病

等
の
治
療
に
つ
い
て
社
会
的
な
支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
に
よ
り
解
決
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

 

自
殺
は
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
社
会
的
な

問
題
で
あ
る
と
の
基
本
認
識
の
下
、
自
殺
対
策
を
、
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
、
社
会

全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
の
生
活
を
守
る
と
い
う
姿
勢
で
展
開

す
る
も
の
と
す
る
。

 

 ＜
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
を
減
ら
し
、
促
進
要
因
を
増
や
す
＞

 

個
人
に
お
い
て
も
社
会
に
お
い
て
も
、
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自
殺
に
対
す
る
保
護
要
因
）
」

よ
り
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）」
が
上
回
っ
た
と
き
に
自
殺
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
。
裏
を
返
せ
ば
、「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
と
な
る
失
業
や
多
重
債
務
、
生
活
苦
等
を
同

じ
よ
う
に
抱
え
て
い
て
も
、
全
て
の
人
や
社
会
の
自
殺
リ
ス
ク
が
同
様
に
高
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
」
と
な
る
自
己
肯
定
感
や
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
、
危
機
回
避
能
力
等

と
比
較
し
て
、
阻
害
要
因
が
上
回
れ
ば
自
殺
リ
ス
ク
は
高
く
な
り
、
促
進
要
因
が
上
回
れ
ば
自
殺
リ

ス
ク
は
高
ま
ら
な
い
。

 

そ
の
た
め
、
自
殺
対
策
は
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
を
減
ら
す
取
組
に
加
え
て
、「
生
き
る
こ
と

の
促
進
要
因
」
を
増
や
す
取
組
を
行
い
、
双
方
の
取
組
を
通
じ
て
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
方
向

で
、
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

 ２
．
関
連
施
策
と
の
有
機
的
な
連
携
を
強
化
し
て
総
合
的
に
取
り
組
む

 

 ＜
様
々
な
分
野
の
生
き
る
支
援
と
の
連
携
を
強
化
す
る
＞

 

自
殺
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
、
人
間
関
係
の
問
題
の
ほ
か
、
地
域
・
職
場
の
在
り
方
の

変
化
な
ど
様
々
な
要
因
と
そ
の
人
の
性
格
傾
向
、
家
族
の
状
況
、
死
生
観
な
ど
が
複
雑
に
関
係
し
て

お
り
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
人
が
安
心
し
て
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
自
殺
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
精
神
保
健
的
な
視
点
だ
け
で
な
く
、
社
会
・
経
済
的
な
視
点
を
含
む
包
括
的
な
取
組

が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
取
組
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
分
野
の
施

策
、
人
々
や
組
織
が
密
接
に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

例
え
ば
、
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
や
自
殺
未
遂
者
の
相
談
、
治
療
に
当
た
る
保
健
・
医
療
機
関
に

お
い
て
は
、
心
の
悩
み
の
原
因
と
な
る
社
会
的
要
因
に
対
す
る
取
組
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
問

題
に
対
応
し
た
相
談
窓
口
を
紹
介
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
経
済
・
生
活
問
題
の

相
談
窓
口
担
当
者
も
、
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
や
そ
の
対
応
方
法
、
支
援
が
受
け
ら
れ
る
外
部

の
保
健
・
医
療
機
関
な
ど
自
殺
予
防
の
基
礎
知
識
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

 

こ
う
し
た
連
携
の
取
組
は
現
場
の
実
践
的
な
活
動
を
通
じ
て
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
ま
た
、
自

殺
の
要
因
と
な
り
得
る
生
活
困
窮
、
児
童
虐
待
、
性
暴
力
被
害
、
ひ
き
こ
も
り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
等
、
関
連
の
分
野
に
お
い
て
も
同
様
の
連
携
の
取
組
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
連
携
の
効
果

を
更
に
高
め
る
た
め
、
そ
う
し
た
様
々
な
分
野
の
生
き
る
支
援
に
あ
た
る
人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
自
殺
対

策
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

 ＜
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
や
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
な

ど
と
の
連
携
＞

 

制
度
の
狭
間
に
あ
る
人
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
自
ら
相
談
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
な
ど
を
地
域

に
お
い
て
早
期
に
発
見
し
、
確
実
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
地
域
住
民
と
公
的
な
関
係
機
関
の
協
働

に
よ
る
包
括
的
な
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
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け
た
取
組
を
始
め
と
し
た
各
種
施
策
と
の
連
携
を
図
る
。

 

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
は
、
市
町
村
で
の
包
括
的
な
支
援
体

制
の
整
備
を
図
る
こ
と
、
住
民
も
参
加
す
る
地
域
づ
く
り
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
、
状
態
が
深
刻
化

す
る
前
の
早
期
発
見
や
複
合
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重

要
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
自
殺
対
策
と
共
通
す
る
部
分
が
多
く
あ
り
、
両
施
策
を
一
体
的
に
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

 

加
え
て
、
こ
う
し
た
支
援
の
在
り
方
は
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に
お
い
て
も
共
通
す
る
部
分
が

多
く
、
自
殺
の
背
景
と
も
な
る
生
活
困
窮
に
対
し
て
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
殺

対
策
の
相
談
窓
口
で
把
握
し
た
生
活
困
窮
者
を
自
立
相
談
支
援
の
窓
口
に
つ
な
ぐ
こ
と
や
、
自
立
相

談
支
援
の
窓
口
で
把
握
し
た
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
に
対
し
て
、
自
殺
対
策
の
相
談
窓
口
と
協
働

し
て
、
適
切
な
支
援
を
行
う
な
ど
の
取
組
を
引
き
続
き
進
め
る
な
ど
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

も
含
め
て
一
体
的
に
取
り
組
み
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
 

 ＜
精
神
保
健
医
療
福
祉
施
策
と
の
連
携
＞

 

 
自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
を
早
期
に
発
見
し
、
確
実
に
精
神
科
医
療
に
つ
な
ぐ
取
組
に
併
せ
て
、

自
殺
の
危
険
性
を
高
め
た
背
景
に
あ
る
経
済
・
生
活
の
問
題
、
福
祉
の
問
題
、
家
族
の
問
題
な
ど
様
々

な
問
題
に
包
括
的
に
対
応
す
る
た
め
、
精
神
科
医
療
、
保
健
、
福
祉
等
の
各
施
策
の
連
動
性
を
高
め

て
、
誰
も
が
適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
ま
た
、
こ
れ
ら
各
施
策
の
連
動
性
を
高
め
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専
門
職
を
、
医
療
機

関
を
始
め
た
と
し
た
地
域
に
配
置
す
る
な
ど
の
社
会
的
な
仕
組
み
を
整
え
て
い
く
。

 

 ３
．
対
応
の
段
階
に
応
じ
て
レ
ベ
ル
ご
と
の
対
策
を
効
果
的
に
連
動
さ
せ
る

 

 ＜
対
人
支
援
・
地
域
連
携
・
社
会
制
度
の
レ
ベ
ル
ご
と
の
対
策
を
連
動
さ
せ
る
＞

 

自
殺
対
策
に
係
る
個
別
の
施
策
は
、
以
下
の
３
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
、
こ
れ
ら
を
有
機
的
に

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
総
合
的
に
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

 

１
）
個
々
人
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
相
談
支
援
を
行
う
「
対
人
支
援
の
レ
ベ
ル
」

 

２
）
問
題
を
複
合
的
に
抱
え
る
人
に
対
し
て
包
括
的
な
支
援
を
行
う
た
め
の
関
係
機
関
等
に
よ
る
実

務
連
携
な
ど
の
「
地
域
連
携
の
レ
ベ
ル
」

 

３
）
法
律
、
大
綱
、
計
画
等
の
枠
組
み
の
整
備
や
修
正
に
関
わ
る
「
社
会
制
度
の
レ
ベ
ル
」

 

 

＜
事
前
対
応
・
自
殺
発
生
の
危
機
対
応
・
事
後
対
応
等
の
段
階
ご
と
に
効
果
的
な
施
策
を
講
じ
る
＞

 

ま
た
、
前
項
の
自
殺
対
策
に
係
る
３
つ
の
レ
ベ
ル
の
個
別
の
施
策
は
、

 

１
）
事
前
対
応
：
心
身
の
健
康
の
保
持
増
進
に
つ
い
て
の
取
組
、
自
殺
や
精
神
疾
患
等
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
等
自
殺
の
危
険
性
が
低
い
段
階
で
対
応
を
行
う
こ
と
、

 

２
）
自
殺
発
生
の
危
機
対
応
：
現
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
自
殺
発
生
の
危
険
に
介
入
し
、
自
殺
を
発
生

さ
せ
な
い
こ
と
、

 

３
）
事
後
対
応
：
不
幸
に
し
て
自
殺
や
自
殺
未
遂
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
家
族
や
職
場
の
同
僚

等
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
と
し
、
新
た
な
自
殺
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
、

 

の
段
階
ご
と
に
効
果
的
な
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

 

 ＜
自
殺
の
事
前
対
応
の
更
に
前
段
階
で
の
取
組
を
推
進
す
る
＞

 

地
域
の
相
談
機
関
や
抱
え
た
問
題
の
解
決
策
を
知
ら
な
い
が
ゆ
え
に
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
学
校
に
お
い
て
、
命
や
暮
ら
し
の
危
機
に
直
面

し
た
と
き
、
誰
に
ど
う
や
っ
て
助
け
を
求
め
れ
ば
よ
い
か
の
具
体
的
か
つ
実
践
的
な
方
法
を
学
ぶ
と

同
時
に
、
つ
ら
い
と
き
や
苦
し
い
と
き
に
は
助
け
を
求
め
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
を
学
ぶ
教
育
（
Ｓ

Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
）
を
推
進
す
る
。
問
題
の
整
理
や
対
処
方
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自
殺
に
対
す
る
保
護
要
因
）」
と
な
り
、
学
校
で

直
面
す
る
問
題
や
、
そ
の
後
の
社
会
人
と
し
て
直
面
す
る
問
題
に
も
対
処
す
る
力
、
ラ
イ
フ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

 

ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
と
併
せ
て
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の
居
場
所
づ
く
り
等
を
推

進
し
て
い
く
。

 

 ４
．
実
践
と
啓
発
を
両
輪
と
し
て
推
進
す
る

 

 ＜
自
殺
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
危
機
」
と
い
う
認
識
を
醸
成
す
る
＞

 

平
成
２
８
年
１
０
月
に
厚
生
労
働
省
が
実
施
し
た
意
識
調
査
に
よ
る
と
、
国
民
の
お
よ
そ
２
０
人
に

１
人
が
「
最
近
１
年
以
内
に
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
な
ど
、
今
や
自
殺
の

問
題
は
一
部
の
人
や
地
域
の
問
題
で
は
な
く
、
国
民
誰
も
が
当
事
者
と
な
り
得
る
重
大
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

 

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
危
機
」
で
あ
る
が
、
危
機
に
陥
っ

た
人
の
心
情
や
背
景
が
理
解
さ
れ
に
く
い
現
実
が
あ
り
、
そ
う
し
た
心
情
や
背
景
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
も
含
め
て
、
危
機
に
陥
っ
た
場
合
に
は
誰
か
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
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こ
と
が
、
社
会
全
体
の
共
通
認
識
と
な
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
積
極
的
に
普
及
啓
発
を
行
う
。

 

 ＜
自
殺
や
精
神
疾
患
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
取
組
を
推
進
す
る
＞

 

我
が
国
で
は
精
神
疾
患
や
精
神
科
医
療
に
対
す
る
偏
見
が
強
い
こ
と
か
ら
、
精
神
科
を
受
診
す
る
こ

と
に
心
理
的
な
抵
抗
を
感
じ
る
人
は
少
な
く
な
い
。
特
に
、
自
殺
者
が
多
い
中
高
年
男
性
は
、
心
の

問
題
を
抱
え
や
す
い
上
、
相
談
す
る
こ
と
へ
の
心
理
的
な
抵
抗
か
ら
問
題
を
深
刻
化
し
が
ち
と
言
わ

れ
て
い
る
。

 

他
方
、
死
に
た
い
と
考
え
て
い
る
人
も
、
心
の
中
で
は
「
生
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
の
間
で
激

し
く
揺
れ
動
い
て
お
り
、
不
眠
、
原
因
不
明
の
体
調
不
良
な
ど
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
を
発
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
。

 

全
て
の
国
民
が
、
身
近
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
早
く
気
づ
き
、

精
神
科
医
等
の
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、
そ
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
見
守
っ
て
い
け
る
よ
う
、
広
報
活
動
、

教
育
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

 ＜
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
自
主
的
な
取
組
へ
の
期
待
＞

 

ま
た
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
自
殺
報
道
で
は
、
事
実
関
係
に
併
せ
て
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン

や
そ
の
対
応
方
法
等
自
殺
予
防
に
有
用
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
る

一
方
で
、
自
殺
手
段
の
詳
細
な
報
道
、
短
期
集
中
的
な
報
道
は
他
の
自
殺
を
誘
発
す
る
危
険
性
も
あ

る
。
 

こ
の
た
め
、
報
道
機
関
に
適
切
な
自
殺
報
道
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
自
殺
報
道
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
を
周
知
す
る
。
国
民
の
知
る
権
利
や
報
道
の
自
由
も
勘
案
し
つ
つ
、
適
切
な
自
殺
報
道
が
行

わ
れ
る
よ
う
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
的
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

 

 ５
．
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
企
業
及
び
国
民
の
役
割
を
明
確
化
し
、
そ
の

連
携
・
協
働
を
推
進
す
る

 

 我
が
国
の
自
殺
対
策
が
最
大
限
そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
企
業
、
国
民
等

が
連
携
・
協
働
し
て
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
明
確
化
、
共
有
化
し
た
上
で
、
相
互
の
連
携
・
協
働

の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
企
業
及
び
国
民
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

 

 ＜
国
＞
 

自
殺
対
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
国
は
、
各
主
体
が
自
殺
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
必
要
な
基
盤
の
整
備
や
支
援
、
関
連
す
る
制
度
や
施
策
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
推
進
、
国

自
ら
が
全
国
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
が
効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
や
事
業
の
実
施
等
を
行
う
。
ま

た
、
各
主
体
が
緊
密
に
連
携
・
協
働
す
る
た
め
の
仕
組
み
の
構
築
や
運
用
を
行
う
。

 

 
国
は
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
が
地
域
自
殺

対
策
計
画
に
基
づ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の
支
援
を
行

う
な
ど
し
て
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
協
力
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、

自
殺
対
策
を
常
に
進
化
さ
せ
な
が
ら
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
。

 

 ＜
地
方
公
共
団
体
＞

 

地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
地
方
公
共
団
体
は
、
大
綱
及
び

地
域
の
実
情
等
を
勘
案
し
て
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
。
国
民
一
人
ひ
と
り
の
身
近
な
行

政
主
体
と
し
て
、
国
と
連
携
し
つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
各
主
体
の
緊
密
な
連
携
・
協
働
に
努
め
な
が

ら
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
。

 

 
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
設
置
す
る
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
い
わ
ば
管
内
の
エ

リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
管
内
の
市
区

町
村
の
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
・
進
捗
管
理
・
検
証
等
へ
の
支
援
を
行
う
。
ま
た
、
自
殺
対
策

と
他
の
施
策
等
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
自
殺
対
策
の
専
任
職
員
を
配
置
し
た
り
専
任
部
署

を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
自
殺
対
策
を
地
域
づ
く
り
と
し
て
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
 

 ＜
関
係
団
体
＞

 

保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
、
法
律
そ
の
他
の
自
殺
対
策
に
関
係
す
る
専
門
職
の
職
能
団
体

や
大
学
・
学
術
団
体
、
直
接
関
係
は
し
な
い
が
そ
の
活
動
内
容
が
自
殺
対
策
に
寄
与
し
得
る
業
界
団

体
等
の
関
係
団
体
は
、
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
に
鑑
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
内
容
の
特
性
等
に
応
じ
て
積
極
的
に
自
殺
対
策
に
参
画
す
る
。

 

 ＜
民
間
団
体
＞

 

地
域
で
活
動
す
る
民
間
団
体
は
、
直
接
自
殺
防
止
を
目
的
と
す
る
活
動
の
み
な
ら
ず
、
保
健
、
医
療
、
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福
祉
、
教
育
、
労
働
、
法
律
そ
の
他
の
関
連
す
る
分
野
で
の
活
動
も
ひ
い
て
は
自
殺
対
策
に
寄
与
し

得
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
、
他
の
主
体
と
の
連
携
・
協
働
の
下
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら

の
支
援
も
得
な
が
ら
、
積
極
的
に
自
殺
対
策
に
参
画
す
る
。

 

 ＜
企
業
＞
 

企
業
は
、
労
働
者
を
雇
用
し
経
済
活
動
を
営
む
社
会
的
存
在
と
し
て
、
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
の
心

の
健
康
の
保
持
及
び
生
命
身
体
の
安
全
の
確
保
を
図
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
自
殺
対
策
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
せ
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
関
連
疾
患
や
勤
務
問
題
に
よ
る
自
殺
は
、
本
人
や
そ
の
家
族

に
と
っ
て
計
り
知
れ
な
い
苦
痛
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
結
果
と
し
て
、
企
業
の
活
力
や
生
産
性
の
低

下
を
も
た
ら
す
こ
と
を
認
識
し
、
積
極
的
に
自
殺
対
策
に
参
画
す
る
。

 

 ＜
国
民
＞
 

国
民
は
、
自
殺
の
状
況
や
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
の
自
殺
対
策
の
重
要
性
に
対
す
る

理
解
と
関
心
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
危
機
」
で
あ
っ
て
そ
の
場
合
に
は
誰
か
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理

解
し
、
ま
た
、
危
機
に
陥
っ
た
人
の
心
情
や
背
景
が
理
解
さ
れ
に
く
い
現
実
も
踏
ま
え
、
そ
う
し
た

心
情
や
背
景
へ
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
つ
つ
、
自
ら
の
心
の
不
調
や
周
り
の
人
の
心
の
不
調
に

気
づ
き
、
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

自
殺
が
社
会
全
体
の
問
題
で
あ
り
我
が
事
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
社
会
の
実
現
」
の
た
め
、
主
体
的
に
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
。

 

 第
４

 自
殺
総
合
対
策
に
お
け
る
当
面
の
重
点
施
策

 

 「
第
２

 自
殺
総
合
対
策
の
基
本
的
考
え
方
」
を
踏
ま
え
、
当
面
、
特
に
集
中
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
施
策
と
し
て
、
基
本
法
の
改
正
の
趣
旨
、
８
つ
の
基
本
的
施
策
及
び
我
が
国
の
自
殺
を

巡
る
現
状
を
踏
ま
え
て
更
な
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
施
策
等
に
沿
っ
て
、
以
下
の
施
策
を
設
定
す
る
。
 

な
お
、
今
後
の
調
査
研
究
の
成
果
等
に
よ
り
新
た
に
必
要
と
な
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
逐
次
実
施
す

る
こ
と
と
す
る
。

 

ま
た
、
以
下
の
当
面
の
重
点
施
策
は
あ
く
ま
で
も
国
が
当
面
、
集
中
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
策
で
あ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
に
網
羅
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
必
要
な
重
点
施
策
を
優
先
的
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

 

 １
．
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る

 

  
平
成
２
８
年
４
月
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
都
道
府
県
及
び
市
町
村
は
、
大
綱
及
び
地
域
の
実

情
等
を
勘
案
し
て
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
国
は
、
地
方

公
共
団
体
が
当
該
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
果
た
す
た
め
に

必
要
な
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
国
は
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
地
域
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
地
域
自
殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
を
提
供
す
る
な
ど
し

て
、
地
域
レ
ベ
ル
の
実
践
的
な
取
組
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
。
 

 （
１
）
地
域
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

 

 
国
は
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
て
の
都
道
府
県
及
び
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

自
殺
の
実
態
を
分
析
し
た
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
の
地
域
自
殺
対
策

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
地
域
自
殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
作
成

 

 
国
は
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
き
め
細
や
か
な
対
策

を
盛
り
込
ん
だ
地
域
自
殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団
体
の
地
域
自
殺
対
策

計
画
の
策
定
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
等
の
支
援

 

 
国
は
、
地
域
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
地
域
自
殺
対
策
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
、
地
域
自

殺
対
策
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
等
に
よ
り
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
・
推
進
を
支
援

す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
地
域
自
殺
対
策
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

 

 
国
は
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
円
滑
な
策
定
に
資
す
る
よ
う
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
策
定
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
５
）
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

 

 
国
は
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
設
置
す
る
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
が
、
管
内
の
市

町
村
の
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
・
進
捗
管
理
・
検
証
等
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
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殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
研
修
等
を
通
じ
て
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
を
支
援
す
る
。

【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
６
）
自
殺
対
策
の
専
任
職
員
の
配
置
・
専
任
部
署
の
設
置
の
促
進

 

 
国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
自
殺
対
策
と
他
の
施
策
等
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
を
担
う
自
殺
対
策

の
専
任
職
員
を
配
置
し
た
り
専
任
部
署
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
自
殺
対
策
を
地
域
づ
く
り
と
し
て

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
促
す
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 ２
．
国
民
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
と
見
守
り
を
促
す

 

 平
成
２
８
年
４
月
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
そ
の
基
本
理
念
に
お
い
て
、
自
殺
対
策
が
「
生
き
る

こ
と
の
包
括
的
な
支
援
」
と
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
自

殺
対
策
の
趣
旨
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、
国
民
の
責
務
の
規
定
も
改
正
さ
れ

た
。
ま
た
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
と
し
て
も
、
自
殺
対
策
に
関
す
る
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ
う

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
殺
予
防
週
間
及
び
自
殺
対
策
強
化
月
間

に
つ
い
て
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

 

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
と
い
う
危
機
は
「
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
危
機
」
で
あ
る
が
、
危
機
に
陥
っ

た
人
の
心
情
や
背
景
が
理
解
さ
れ
に
く
い
現
実
が
あ
り
、
そ
う
し
た
心
情
や
背
景
へ
の
理
解
を
深
め

る
こ
と
も
含
め
て
、
自
殺
の
問
題
は
一
部
の
人
や
地
域
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
国
民
誰
も
が
当
事

者
と
な
り
得
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
国
民
の
理
解
の
促
進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

 

ま
た
、
自
殺
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
や
偏
見
を
払
拭
し
、
命
や
暮
ら
し
の
危
機
に
陥
っ
た
場
合
に
は

誰
か
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自

分
の
周
り
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
存
在
に
気
づ
き
、
思
い
に
寄
り
添
い
、

声
を
か
け
、
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、
見
守
っ
て
い
く
と
い
う
自
殺
対
策
に

お
け
る
国
民
一
人
ひ
と
り
の
役
割
等
に
つ
い
て
の
意
識
が
共
有
さ
れ
る
よ
う
、
教
育
活
動
、
広
報
活

動
等
を
通
じ
た
啓
発
事
業
を
展
開
す
る
。

 

 （
１
）
自
殺
予
防
週
間
と
自
殺
対
策
強
化
月
間
の
実
施

 

基
本
法
第
７
条
に
規
定
す
る
自
殺
予
防
週
間
（
９
月
１
０
日
か
ら
１
６
日
ま
で
）
及
び
自
殺
対
策
強

化
月
間
（
３
月
）
に
お
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
「
い

の
ち
支
え
る
自
殺
対
策
」
と
い
う
理
念
を
前
面
に
打
ち
出
し
て
啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

啓
発
活
動
に
よ
っ
て
援
助
を
求
め
る
に
至
っ
た
悩
み
を
抱
え
た
人
が
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
支
援
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
殺
予
防
週
間
や
自
殺
対
策
強
化
月
間
に
つ
い
て
、

国
民
の
約
３
人
に
２
人
以
上
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
【
厚
生
労
働
省
、

関
係
府
省
】

 

 （
２
）
児
童
生
徒
の
自
殺
対
策
に
資
す
る
教
育
の
実
施

 

学
校
に
お
い
て
、
体
験
活
動
、
地
域
の
高
齢
者
等
と
の
世
代
間
交
流
等
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
児

童
生
徒
が
命
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
に
偏
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
お
い
て
直
面
す
る
可
能
性

の
あ
る
様
々
な
困
難
・
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方

に
関
す
る
教
育
）、
心
の
健
康
の
保
持
に
係
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
生
き
る
こ

と
の
促
進
要
因
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
自
殺
対
策
に
資
す
る
教
育
の
実
施
に
向
け
た
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

１
８
歳
以
下
の
自
殺
は
、
長
期
休
業
明
け
に
急
増
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
休
業
前
か
ら

長
期
休
業
期
間
中
、
長
期
休
業
明
け
の
時
期
に
か
け
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け

る
早
期
発
見
・
見
守
り
等
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
と
と
も
に
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
及
び
違
法
・
有
害
情
報
対
策

を
推
進
す
る
。【
内
閣
府
、
総
務
省
、
文
部
科
学
省
】

 

 （
３
）
自
殺
や
自
殺
関
連
事
象
等
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及

 

自
殺
や
自
殺
関
連
事
象
に
関
す
る
間
違
っ
た
社
会
通
念
か
ら
の
脱
却
と
国
民
一
人
ひ
と
り
の
危
機
遭

遇
時
の
対
応
能
力
（
援
助
希
求
技
術
）
を
高
め
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

携
帯
電
話
等
を
含
む
。）
を
積
極
的
に
活
用
し
て
正
し
い
知
識
の
普
及
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】
 

ま
た
、
自
殺
念
慮
の
割
合
等
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
無

理
解
や
偏
見
等
が
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
的
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
捉
え
て
、
理
解
促
進
の
取
組
を

推
進
す
る
。【
法
務
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

自
殺
は
、
そ
の
多
く
が
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で
あ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
中
に
は
、
病
気
な
ど
に

よ
り
突
発
的
に
自
殺
で
亡
く
な
る
人
が
い
る
こ
と
も
、
併
せ
て
周
知
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
う
つ
病
等
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
の
推
進

 

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
抑
う
つ
状
態
や
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
・
啓

発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
早
期
休
息
・
早
期
相
談
・
早
期
受
診
を
促
進
す
る
。
【
厚
生
労
働
省
】
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３
．
自
殺
総
合
対
策
の
推
進
に
資
す
る
調
査
研
究
等
を
推
進
す
る

 

 自
殺
者
や
遺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
自
殺
総
合
対
策
の
推
進
に
資
す
る
調
査
研
究
等

を
多
角
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
自
殺
対
策
の
実
務
的
な
視
点
か
ら
も
検
証
し
、
検

証
に
よ
る
成
果
等
を
速
や
か
に
地
域
自
殺
対
策
の
実
践
に
還
元
す
る
。

 

 （
１
）
自
殺
の
実
態
や
自
殺
対
策
の
実
施
状
況
等
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び
検
証

 

社
会
的
要
因
を
含
む
自
殺
の
原
因
・
背
景
、
自
殺
に
至
る
経
過
を
多
角
的
に
把
握
し
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
、
教
育
、
労
働
等
の
領
域
に
お
け
る
個
別
的
対
応
や
制
度
的
改
善
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
調
査

や
、
自
殺
未
遂
者
を
含
む
自
殺
念
慮
者
の
地
域
に
お
け
る
継
続
的
支
援
に
関
す
る
調
査
等
を
実
施
す

る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
自
殺
対
策
全
体
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
の

政
策
過
程
に
必
要
な
調
査
及
び
働
き
か
け
を
通
じ
て
、
自
殺
対
策
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な

デ
ー
タ
や
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス
の
収
集
の
た
め
、
研
究
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
「
革
新
的

自
殺
研
究
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
等
が
実
施
す
る
自
殺
の
実
態
解
明
の
た
め
の
調
査

の
結
果
等
を
施
策
に
い
か
せ
る
よ
う
、
情
報
の
集
約
、
提
供
等
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】
 

 （
２
）
調
査
研
究
及
び
検
証
に
よ
る
成
果
の
活
用

 

国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
企
画
、
立
案
に
資
す
る
た
め
、
自
殺
総
合
対
策
推
進

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
、
自
殺
に
関
す
る
内
外
の
調
査
研
究
等
自
殺
対
策
に
関
す
る
情
報

の
収
集
・
整
理
・
分
析
の
結
果
を
速
や
か
に
活
用
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
先
進
的
な
取
組
に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
提
供

 

地
方
公
共
団
体
が
自
殺
の
実
態
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を
企
画
、
立
案
、
実
施
で
き
る
よ
う
、

自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
地
域
自
殺
対
策
の
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
必
要
な
情
報
の
提
供
（
地
方
公
共
団
体
の
規
模
等
、
特
徴
別
の
先
進
事
例
の
提
供
を

含
む
。）
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
子
ど
も
・
若
者
の
自
殺
等
に
つ
い
て
の
調
査

 

児
童
生
徒
の
自
殺
の
特
徴
や
傾
向
、
背
景
や
経
緯
な
ど
を
分
析
し
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
自
殺
を
防

ぐ
方
策
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。【
文
部
科
学
省
】

 

ま
た
、
児
童
生
徒
の
自
殺
に
つ
い
て
、
詳
し
い
調
査
を
行
う
に
当
た
り
、
事
実
の
分
析
評
価
等
に
高

度
な
専
門
性
を
要
す
る
場
合
や
、
遺
族
が
学
校
又
は
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
る
調
査
を
望
ま
な
い

場
合
等
、
必
要
に
応
じ
て
第
三
者
に
よ
る
実
態
把
握
を
進
め
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

若
年
層
の
自
殺
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
若
者
の
自
殺
や
生
き
づ
ら
さ
に
関
す

る
支
援
一
体
型
の
調
査
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
５
）
死
因
究
明
制
度
と
の
連
動
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
解
明

 

社
会
的
要
因
を
含
む
自
殺
の
原
因
・
背
景
、
自
殺
に
至
る
経
過
等
、
自
殺
の
実
態
の
多
角
的
な
把
握

に
当
た
っ
て
は
、
「
死
因
究
明
等
推
進
計
画
」
（
平
成
２
６
年
６
月
１
３
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
く
、

死
因
究
明
に
よ
り
得
ら
れ
た
情
報
の
活
用
推
進
を
含
む
死
因
究
明
等
推
進
施
策
と
の
連
動
性
を
強
化

す
る
。【
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
】

 

地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
、「
死
因
究
明
等
推
進
計
画
」
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
る
死
因
究
明
等
推
進
協
議
会
及
び
保
健
所
等
と
の
地
域
の
状
況
に
応
じ
た
連
携
、
統
計
法
第
３

３
条
の
規
定
に
基
づ
く
死
亡
小
票
の
精
査
・
分
析
、
地
域
の
自
殺
の
実
態
把
握
へ
の
活
用
を
推
進
す

る
。【
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
】

 

子
ど
も
の
自
殺
例
の
実
態
把
握
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
先
進
地
域
に
お
い
て
す
で
に
取
り
組
み
つ
つ

あ
る
子
ど
も
の
全
死
亡
例
（
自
殺
例
を
含
む
。）
に
対
す
る
チ
ャ
イ
ル
ド
デ
ス
レ
ビ
ュ
ー
を
、
全
国
的

に
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
６
）
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
の
病
態
解
明
、
治
療
法
の
開
発
及
び
地
域
の
継
続
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
開
発
に
つ
な
が
る
学
際
的
研
究

 

自
殺
対
策
を
推
進
す
る
上
で
必
要
な
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
の
病
態
解
明
や
治
療
法
の
開
発
を
進
め

る
と
と
も
に
、
う
つ
病
等
の
患
者
が
地
域
に
お
い
て
継
続
的
に
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
の
開
発
に
つ
な
が
る
学
際
的
研
究
を
推
進
し
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】
 

 （
７
）
既
存
資
料
の
利
活
用
の
促
進

 

警
察
や
消
防
が
保
有
す
る
自
殺
統
計
及
び
そ
の
関
連
資
料
を
始
め
関
係
機
関
が
保
有
す
る
資
料
に
つ

い
て
地
域
自
殺
対
策
の
推
進
に
い
か
せ
る
よ
う
に
す
る
た
め
情
報
を
集
約
し
、
提
供
を
推
進
す
る
。

【
警
察
庁
、
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

国
、
地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
証
拠
に
基
づ
く
自
殺
対
策
の
企
画
、
立
案
に
資
す
る
た
め
、
自
殺

総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
、
自
殺
に
関
す
る
内
外
の
調
査
研
究
等
と
と
も
に
、

政
府
横
断
組
織
と
し
て
官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
戦
略
会
議
の
下
に
新
た
に
置
か
れ
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
推
進
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委
員
会
（
仮
称
）
等
と
連
携
し
、
自
殺
対
策
に
資
す
る
既
存
の
政
府
統
計
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ
、
機
密
性

の
高
い
行
政
記
録
情
報
を
安
全
に
集
積
・
整
理
・
分
析
す
る
オ
ン
サ
イ
ト
施
設
を
形
成
し
、
分
析
結

果
の
政
策
部
局
・
地
方
自
治
体
へ
の
提
供
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
の
実
態
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
自
治
体
や
地
域
民
間
団
体
が
保
有
す
る
関
連
デ

ー
タ
の
収
集
と
そ
の
分
析
結
果
の
提
供
や
そ
の
利
活
用
の
支
援
、
地
域
に
お
け
る
先
進
的
な
取
組
の

全
国
へ
の
普
及
な
ど
を
推
進
す
る
。【
総
務
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

 ４
．
自
殺
対
策
に
係
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
を
図
る

 

 自
殺
対
策
の
専
門
家
と
し
て
直
接
的
に
自
殺
対
策
に
係
る
人
材
の
確
保
、
養
成
、
資
質
の
向
上
を
図

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
様
々
な
分
野
に
お
い
て
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
に
関
わ
っ
て
い
る
専

門
家
や
支
援
者
等
を
自
殺
対
策
に
係
る
人
材
と
し
て
確
保
、
養
成
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
幅
広
い
分
野
で
自
殺
対
策
教
育
や
研
修
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
殺
や
自
殺

関
連
事
象
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
普
及
し
た
り
、
自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
声
を

か
け
、
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
家
に
つ
な
ぎ
、
見
守
る
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
の
役
割
を

担
う
人
材
等
を
養
成
す
る
。
自
殺
予
防
週
間
や
自
殺
対
策
強
化
月
間
等
の
機
会
を
捉
え
、
広
く
周
知

を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
約
３
人
に
１
人
以
上
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
地
域
の
人
的
資
源
の
連
携
を
調
整
し
、
包
括

的
な
支
援
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
役
割
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る
。

 

 （
１
）
大
学
や
専
修
学
校
等
と
連
携
し
た
自
殺
対
策
教
育
の
推
進

 

 
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
と
し
て
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
自
殺
対
策
や
自

殺
の
リ
ス
ク
要
因
へ
の
対
応
に
係
る
人
材
の
確
保
、
養
成
及
び
資
質
の
向
上
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
医
療
、
保
健
福
祉
、
心
理
等
に
関
す
る
専
門
家
な
ど
を
養
成
す
る
大
学
、
専
修
学
校
、
関
係
団

体
等
と
連
携
し
て
自
殺
対
策
教
育
を
推
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
自
殺
対
策
の
連
携
調
整
を
担
う
人
材
の
養
成

 

地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
、
関
係
団
体
、
民
間
団
体
、
専
門
家
、
そ
の
他
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
等
の

連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
関
係
者
間
の
連
携
調
整
を
担
う
人
材
の
養
成
及
び
配
置
を
推
進
す
る
。【
厚

生
労
働
省
】

 

 
自
殺
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
や
専
門
家
等
と

連
携
し
て
課
題
解
決
な
ど
を
通
し
て
相
談
者
の
自
殺
リ
ス
ク
が
低
下
す
る
ま
で
伴
走
型
の
支
援
を
担

う
人
材
の
養
成
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
の
自
殺
リ
ス
ク
評
価
及
び
対
応
技
術
等
に
関
す
る
資
質
の
向
上

 

う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
患
者
は
身
体
症
状
が
出
る
こ
と
も
多
く
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
を
受
診
す

る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
臨
床
研
修
等
の
医
師
を
養
成
す
る
過
程
や
生
涯
教
育
等
の
機
会
を
通
じ
、

か
か
り
つ
け
の
医
師
等
の
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
の
理
解
と
対
応
及
び
患
者
の
社
会
的
な
背
景
要
因

を
考
慮
し
て
自
殺
リ
ス
ク
を
的
確
に
評
価
で
き
る
技
術
の
向
上
及
び
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
や

様
々
な
分
野
の
相
談
機
関
や
支
援
策
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
教
職
員
に
対
す
る
普
及
啓
発
等

 

児
童
生
徒
と
日
々
接
し
て
い
る
学
級
担
任
、
養
護
教
諭
等
の
教
職
員
や
、
学
生
相
談
に
関
わ
る
大
学

等
の
教
職
員
に
対
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
出
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

つ
い
て
、
周
囲
の
大
人
が
気
づ
く
感
度
を
い
か
に
高
め
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
な
ど

に
つ
い
て
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
た
め
、
研
修
に
資
す
る
教
材
の
作
成
・
配
布
な
ど
に
よ
り
取
組
の

支
援
を
行
う
。
自
殺
者
の
遺
児
等
に
対
す
る
ケ
ア
も
含
め
教
育
相
談
を
担
当
す
る
教
職
員
の
資
質
向

上
の
た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
殺
念
慮
の
割
合
等
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
無
理
解
や
偏
見
等
が
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
的
要
因
の
一
つ
で
あ

る
と
捉
え
て
、
教
職
員
の
理
解
を
促
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

 （
５
）
地
域
保
健
ス
タ
ッ
フ
や
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
の
向
上

 

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
等
に
お
け
る
心
の
健
康
問
題
に
関
す

る
相
談
機
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
保
健
師
等
の
地
域
保
健
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
心
の
健
康
づ
く
り

や
当
該
地
域
の
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
地
域
自
殺
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー

と
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
職
域
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
の
資
質
向

上
の
た
め
の
研
修
等
を
充
実
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
６
）
介
護
支
援
専
門
員
等
に
対
す
る
研
修
 

介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
等
の
介
護
事
業
従
事
者
の
研
修
等
の
機
会
を
通
じ
、

心
の
健
康
づ
く
り
や
自
殺
対
策
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】
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（
７
）
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
へ
の
研
修

 

住
民
主
体
の
見
守
り
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
等
に
対
す
る
心
の
健
康
づ
く

り
や
自
殺
対
策
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
８
）
社
会
的
要
因
に
関
連
す
る
相
談
員
の
資
質
の
向
上

 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
地
方
公
共
団
体
等
の
多
重
債
務
相
談
窓
口
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
の
経

営
相
談
窓
口
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
窓
口
等
の
相
談
員
、
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
生

活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
け
る
支
援
員
に
対
し
、
地
域
の
自
殺
対
策
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
を
促
進
す
る
。【
金
融
庁
、
消
費
者
庁
、
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業

省
、
関
係
府
省
】

 

 （
９
）
遺
族
等
に
対
応
す
る
公
的
機
関
の
職
員
の
資
質
の
向
上

 

警
察
官
、
消
防
職
員
等
の
公
的
機
関
で
自
殺
に
関
連
し
た
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
、
適
切
な

遺
族
等
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
促
進
す
る
。【
警
察
庁
、
総
務
省
】

 

 （
10
）
様
々
な
分
野
で
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成

 

弁
護
士
、
司
法
書
士
等
、
多
重
債
務
問
題
等
の
法
律
問
題
に
関
す
る
専
門
家
、
調
剤
、
医
薬
品
販
売

等
を
通
じ
て
住
民
の
健
康
状
態
等
に
関
す
る
情
報
に
接
す
る
機
会
が
多
い
薬
剤
師
、
定
期
的
か
つ
一

定
時
間
顧
客
に
接
す
る
機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
顧
客
の
健
康
状
態
等
の
変
化
に
気
づ
く
可
能
性
の
あ

る
理
容
師
等
業
務
の
性
質
上
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る
職
業
に
つ
い
て
、

地
域
の
自
殺
対
策
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
知
識
の
普
及
に
資
す
る
情
報
提
供
等
、
関
係
団
体

に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
等
を
通
じ
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
取
組
を
促
進
す
る
。【
厚
生
労
働

省
、
関
係
府
省
】

 

国
民
一
人
ひ
と
り
が
、
周
り
の
人
の
異
変
に
気
づ
い
た
場
合
に
は
身
近
な
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て

適
切
に
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
基
礎
的
知
識
の
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
11
）
自
殺
対
策
従
事
者
へ
の
心
の
ケ
ア
の
推
進

 

地
方
公
共
団
体
の
業
務
や
民
間
団
体
の
活
動
に
従
事
す
る
人
も
含
む
自
殺
対
策
従
事
者
に
つ
い
て
、

相
談
者
が
自
殺
既
遂
に
至
っ
た
場
合
も
含
め
て
自
殺
対
策
従
事
者
の
心
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
心
の
健
康
に
関
す
る
知
見
を
い
か
し
た
支
援
方
法
の
普
及

を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 

（
12
）
家
族
や
知
人
等
を
含
め
た
支
援
者
へ
の
支
援

 

 
悩
み
を
抱
え
る
者
だ
け
で
な
く
、
悩
み
を
抱
え
る
者
を
支
援
す
る
家
族
や
知
人
等
を
含
め
た
支
援

者
が
孤
立
せ
ず
に
す
む
よ
う
、
こ
れ
ら
の
家
族
等
に
対
す
る
支
援
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
13
）
研
修
資
材
の
開
発
等

  

国
、
地
方
公
共
団
体
等
が
開
催
す
る
自
殺
対
策
に
関
す
る
様
々
な
人
材
の
養
成
、
資
質
の
向
上
の
た

め
の
研
修
を
支
援
す
る
た
め
、
研
修
資
材
の
開
発
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
公
的
機
関
や
民
間
団
体
の
研
修
事
業
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 ５
．
心
の
健
康
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
と
心
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

 

 自
殺
の
原
因
と
な
り
得
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て
、
ス
ト
レ
ス
要
因
の
軽
減
、
ス
ト
レ
ス
へ
の

適
切
な
対
応
な
ど
心
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
加
え
て
、
過
重
労
働
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
策
な
ど

職
場
環
境
の
改
善
の
た
め
の
、
職
場
、
地
域
、
学
校
に
お
け
る
体
制
整
備
を
進
め
る
。

 

 （
１
）
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

 

過
労
死
等
が
な
く
、
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
に
基
づ
き
、
調
査
研
究
等
、

啓
発
、
相
談
体
制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
等
の
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、「
労
働
者
の

心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
２
７
年
１
２
月
に
創
設
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
の
徹
底
を
通
じ
て
、

事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
更
な
る
普
及
を
図
る
。
併
せ
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
量
的
負
荷
の
チ
ェ
ッ
ク
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
職

場
の
人
間
関
係
や
支
援
関
係
と
い
っ
た
質
的
負
荷
の
チ
ェ
ッ
ク
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
職
場
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
活
用
し
た
集
団
分
析
を
踏
ま
え
た

職
場
環
境
改
善
に
係
る
取
組
の
優
良
事
例
の
収
集
・
共
有
、
職
場
環
境
改
善
の
実
施
等
に
対
す
る
助

成
措
置
等
の
支
援
を
通
じ
て
、
事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働

省
】
 

加
え
て
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
総
合
的
な
情
報
提
供
や
電

話
・
メ
ー
ル
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
あ
る
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に
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お
い
て
、
事
業
者
へ
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
、
事
業
場
の
人
事
労
務
担
当
者
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
へ
の

研
修
、
事
業
場
へ
の
個
別
訪
問
に
よ
る
若
年
労
働
者
や
管
理
監
督
者
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
予
防
に
関
す
る
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

小
規
模
事
業
場
に
対
し
て
は
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
窓
口
に
お
い
て
、
個
別
訪
問
等
に
よ
り
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
感

じ
て
い
る
労
働
者
に
対
す
る
相
談
対
応
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
等
に
対
す
る
助
成
措
置
等
を
通
じ
て
、
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
（
平
成
２
９
年
３
月
２
８
日
働
き
方
改
革
実
現
会
議
決
定
）
や

「
健
康
・
医
療
戦
略
」（
平
成
２
６
年
７
月
２
２
日
閣
議
決
定
）
に
基
づ
き
、
産
業
医
・
産
業
保
健
機

能
の
強
化
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
法
規
制
の
執
行
の
強
化
、
健
康
経
営
の
普
及
促
進
等
を
そ
れ
ぞ

れ
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
連
動
さ
せ
て
一
体
的
に
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
、
経
済
産
業

省
】
 

ま
た
、
引
き
続
き
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
広
く
国
民
及
び
労
使
へ

の
周
知
・
広
報
や
労
使
の
具
体
的
な
取
組
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
労
務
管
理
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
専
門
家
等
を
対
象
に
、
企
業
に
対
し
て
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
取
組
を

指
導
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
係

る
指
導
の
際
に
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
指
導
も
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
全
て
の
事
業
所
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
方
針
の
明
確
化
及
び
そ
の
周
知
・
啓
発
、
相
談
窓
口

の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
生
じ
た
事
業
所

に
対
し
て
は
、
適
切
な
事
後
の
対
応
及
び
再
発
防
止
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
都
道
府
県
労

働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
（
室
）
に
よ
る
指
導
の
徹
底
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
地
域
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
推
進
体
制
の
整
備

 

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
等
に
お
け
る
心
の
健
康
問
題
や
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
的
問
題

等
に
関
す
る
相
談
対
応
機
能
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
心
の
健
康
づ
く
り
に
お
け
る
地
域
保
健
と

産
業
保
健
及
び
関
連
す
る
相
談
機
関
等
と
の
連
携
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
公
民
館
等
の
社
会
教
育
施
設
の
活
動
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
世
代
が
交
流
す
る

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

さ
ら
に
、
心
身
の
健
康
の
保
持
・
増
進
に
配
慮
し
た
公
園
整
備
な
ど
、
地
域
住
民
が
集
い
、
憩
う
こ

と
の
で
き
る
場
所
の
整
備
を
進
め
る
。【
国
土
交
通
省
】

 

農
村
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
発
揮
の
た
め
の
施

設
整
備
を
行
う
な
ど
、
快
適
で
安
心
な
生
産
環
境
・
生
活
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
。【
農
林
水
産
省
】

 

 （
３
）
学
校
に
お
け
る
心
の
健
康
づ
く
り
推
進
体
制
の
整
備

 

保
健
室
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
よ
り
開
か
れ
た
場
と
し
て
、
養
護
教
諭
等
の
行
う
健
康

相
談
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の

配
置
、
及
び
常
勤
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
な
ど
学
校
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
う
。
さ
ら
に
、
大
学
等
に
お
い
て
は
、
学

生
の
心
の
問
題
・
成
長
支
援
に
関
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
理
解
を
深
め
、
心
の
悩
み
を
抱
え
る
学

生
等
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
教
職
員
向
け
の
取
組
の
推
進
を
図
る
【
文
部
科
学
省
】

 

ま
た
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
し
た
と
き
に
そ
れ
を
受
け
止
め
る
こ

と
の
で
き
る
身
近
な
大
人
を
地
域
に
増
や
す
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働

省
】
 

さ
ら
に
、
事
業
場
と
し
て
の
学
校
の
労
働
安
全
衛
生
対
策
を
推
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

 （
４
）
大
規
模
災
害
に
お
け
る
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
、
生
活
再
建
等
の
推
進

 

大
規
模
災
害
の
被
災
者
は
様
々
な
ス
ト
レ
ス
要
因
を
抱
え
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
孤
立
防
止
や
心
の

ケ
ア
に
加
え
て
、
生
活
再
建
等
の
復
興
関
連
施
策
を
、
発
災
直
後
か
ら
復
興
の
各
段
階
に
応
じ
て
中

長
期
に
わ
た
り
講
ず
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
支
援
者
の
心
の
ケ
ア
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
災
者
の
心
の
健
康
状
態
や
自
殺
の
原
因
の
把
握
及
び
対
応
策
の

検
討
、
実
施
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
知
見
を
今
後
の
防
災
対
策
へ
反
映

す
る
。【
内
閣
府
、
復
興
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

東
日
本
大
震
災
及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
の
被
災
者
等
に
つ
い
て
、
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
の

進
展
に
伴
う
生
活
環
境
の
変
化
や
避
難
に
伴
う
差
別
・
偏
見
等
に
よ
る
様
々
な
ス
ト
レ
ス
要
因
を
軽

減
す
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
等
が
連
携
し
て
、
被
災
者
の
見
守
り
活
動
等
の
孤

立
防
止
や
心
の
ケ
ア
、
人
権
相
談
の
ほ
か
、
生
活
再
建
等
の
復
興
関
連
施
策
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

【
法
務
省
、
文
部
科
学
省
、
復
興
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
支
援
事
業
の
充
実
・
改
善
や
調
査
研
究
の
拡

充
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
の
生
活
上
の
不
安
や
悩
み
に
対
す
る
相
談
や
実
務
的
な
支
援
と
専
門
的

な
心
の
ケ
ア
と
の
連
携
強
化
等
を
通
じ
、
支
援
者
も
含
め
た
被
災
者
へ
の
き
め
細
か
な
心
の
ケ
ア
を

実
施
す
る
。【
復
興
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

大
規
模
災
害
の
発
災
リ
ス
ク
が
高
ま
る
中
、
被
災
地
域
に
お
い
て
適
切
な
災
害
保
健
医
療
活
動
が
行
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え
る
よ
う
、
平
成
２
８
年
熊
本
地
震
で
の
課
題
を
踏
ま
え
た
災
害
派
遣
精
神
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
）
の
体
制
整
備
と
人
材
育
成
の
強
化
、
災
害
拠
点
精
神
科
病
院
の
整
備
を
早
急
に
進
め
る
。
ま
た
、

災
害
現
場
で
活
動
す
る
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
隊
員
等
の
災
害
支
援
者
が
惨
事
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
惨
事
ス
ト
レ
ス
対
策
を
含
め
た
支
援
の
方
策
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
と
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
を

構
成
す
る
関
係
機
関
と
の
事
前
の
取
決
め
等
の
措
置
を
講
じ
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 ６
．
適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

 

 自
殺
の
危
険
性
の
高
い
人
の
早
期
発
見
に
努
め
、
必
要
に
応
じ
て
確
実
に
精
神
科
医
療
に
つ
な
ぐ
取

組
に
併
せ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
適
切
な
精
神
科
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
精
神
科
医
療
体
制
を
充

実
す
る
。
ま
た
、
必
ず
し
も
精
神
科
医
療
に
つ
な
ぐ
だ
け
で
は
対
応
が
完
結
し
な
い
事
例
も
少
な
く

な
い
と
考
え
ら
れ
、
精
神
科
医
療
に
つ
な
が
っ
た
後
も
、
そ
の
人
が
抱
え
る
悩
み
、
す
な
わ
ち
自
殺

の
危
険
性
を
高
め
た
背
景
に
あ
る
経
済
・
生
活
の
問
題
、
福
祉
の
問
題
、
家
族
の
問
題
な
ど
様
々
な

問
題
に
対
し
て
包
括
的
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
精
神
科
医
療
、
保
健
、
福
祉
等
の

各
施
策
の
連
動
性
を
高
め
て
、
誰
も
が
適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
。
 

 （
１
）
精
神
科
医
療
、
保
健
、
福
祉
等
の
各
施
策
の
連
動
性
の
向
上

 

 
各
都
道
府
県
が
定
め
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
計
画
等
に
お
け
る
精
神
保
健
福
祉
対
策
を

踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
精
神
科
医
療
機
関
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
等

の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
促
進
す
る
。
特
に
、
精
神
科
医
療
、
保
健
、

福
祉
の
連
動
性
を
高
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
が
う
つ
病
と
診
断
し
た
人
を
専
門
医
に
つ
な
げ
る
た

め
の
医
療
連
携
体
制
や
様
々
な
分
野
の
相
談
機
関
に
つ
な
げ
る
多
機
関
連
携
体
制
の
整
備
を
推
進
す

る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の
養
成
な
ど
精
神
科
医
療
体
制
の
充
実

 

心
理
職
等
の
精
神
科
医
療
従
事
者
に
対
し
、
精
神
疾
患
に
対
す
る
適
切
な
対
処
等
に
関
す
る
研
修
を

実
施
し
、
精
神
科
医
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
心
理
職
等
の
養
成
を
図
る
と
と
も
に
、
う
つ
病
の
改
善
に

効
果
の
高
い
認
知
行
動
療
法
な
ど
の
治
療
法
を
普
及
し
、
そ
の
実
施
に
よ
る
う
つ
病
患
者
の
減
少
を

図
る
た
め
、
主
に
精
神
医
療
に
お
い
て
専
門
的
に
う
つ
病
患
者
の
治
療
に
携
わ
る
者
に
対
し
研
修
を

実
施
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

こ
れ
ら
心
理
職
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
精
神
科
医
が
行
う
認
知
行
動
療
法
な
ど
の
診
療
の
更
な
る

普
及
、
均
て
ん
化
を
図
る
た
め
、
認
知
行
動
療
法
研
修
事
業
の
充
実
・
強
化
、
人
材
育
成
や
連
携
体

制
の
構
築
、
診
療
報
酬
で
の
取
扱
い
を
含
め
た
精
神
科
医
療
体
制
の
充
実
の
方
策
を
検
討
す
る
。【
厚

生
労
働
省
】

 

ま
た
、
適
切
な
薬
物
療
法
の
普
及
や
過
量
服
薬
対
策
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
環
境
調
整
に
つ
い
て

の
知
識
の
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
連
動
性
を
高
め
る
た
め
の
専
門
職
の
配
置

 

 
各
都
道
府
県
が
定
め
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
計
画
等
に
お
け
る
精
神
保
健
福
祉
対
策
を

踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
精
神
科
医
療
機
関
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
等

の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
促
進
す
る
。
特
に
、
精
神
科
医
療
、
保
健
、

福
祉
の
連
動
性
を
高
め
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
連
動
性
を
高
め
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉

士
等
の
専
門
職
を
、
医
療
機
関
を
始
め
と
し
た
地
域
に
配
置
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
。【
厚
生
労

働
省
】【
一
部
再
掲
】

 

 （
４
）
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
の
自
殺
リ
ス
ク
評
価
及
び
対
応
技
術
等
に
関
す
る
資
質
の
向
上

 

 
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
患
者
は
身
体
症
状
が
出
る
こ
と
も
多
く
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
を
受
診

す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
臨
床
研
修
等
の
医
師
を
養
成
す
る
過
程
や
生
涯
教
育
等
の
機
会
を
通

じ
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
の
う
つ
病
等
の
精
神
疾
患
の
理
解
と
対
応
及
び
患
者
の
社
会
的
な
背
景

要
因
を
考
慮
し
て
自
殺
リ
ス
ク
を
的
確
に
評
価
で
き
る
技
術
の
向
上
及
び
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
対

策
や
様
々
な
分
野
の
相
談
機
関
や
支
援
策
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】
 

 （
５
）
子
ど
も
に
対
す
る
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
整
備

 

成
人
と
は
異
な
る
診
療
モ
デ
ル
に
つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、
子
ど
も
の
心
の
問
題
に
対
応
で
き
る
医

師
等
の
養
成
を
推
進
す
る
な
ど
子
ど
も
の
心
の
診
療
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

児
童
・
小
児
に
対
し
て
緊
急
入
院
も
含
め
た
医
療
に
対
応
可
能
な
医
療
機
関
を
拡
充
し
、
ま
た
そ
の

た
め
の
人
員
を
確
保
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

児
童
相
談
所
や
市
町
村
の
子
ど
も
の
相
談
に
関
わ
る
機
関
等
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
市
町
村
の
障
害
福
祉
部
局
な
ど
療
育
に
関
わ
る
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強
化

を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
療
育
に
関
わ
る
関
係
機
関
と
学
校
及
び
医
療
機
関
等
と
の
連
携
を
通
し
て
、
ど
の
よ
う
な

家
庭
環
境
に
あ
っ
て
も
、
全
て
の
子
ど
も
が
適
切
な
精
神
保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
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環
境
を
整
備
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
６
）
う
つ
等
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
実
施

 

保
健
所
、
市
町
村
の
保
健
セ
ン
タ
ー
等
に
よ
る
訪
問
指
導
や
住
民
健
診
、
健
康
教
育
・
健
康
相
談
の

機
会
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
、
う
つ
病
の
懸
念
が
あ
る
人
の
把
握
を
推
進
す
る
。

【
厚
生
労
働
省
】

 

特
に
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
閉
じ
こ
も
り
や
う
つ
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
介
護
予

防
の
観
点
か
ら
も
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
中
で
生
き
が
い
・
役
割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
高
齢
者
の
介
護
予
防

や
社
会
参
加
の
推
進
等
の
た
め
の
多
様
な
通
い
の
場
の
整
備
な
ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果

的
・
効
率
的
な
介
護
予
防
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
つ
い
て
は
、
産
後
う
つ
の
予
防
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
産

婦
健
康
診
査
で
心
身
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
等
の
把
握
を
行
い
、
産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
支

援
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問
す
る
、「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）」
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
等
を
行
う
と
と
も
に
、

産
後
う
つ
の
予
防
等
も
含
め
た
支
援
が
必
要
な
家
庭
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
適
切
な
支
援
に
結
び

つ
け
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
７
）
う
つ
病
以
外
の
精
神
疾
患
等
に
よ
る
ハ
イ
リ
ス
ク
者
対
策
の
推
進

 

う
つ
病
以
外
の
自
殺
の
危
険
因
子
で
あ
る
統
合
失
調
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
、
薬
物
依
存
症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
等
に
つ
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
対
策
基
本
法
等
の
関
連
法
令
に
基
づ

く
取
組
、
借
金
や
家
族
問
題
等
と
の
関
連
性
も
踏
ま
え
て
、
調
査
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
継

続
的
に
治
療
・
援
助
を
行
う
た
め
の
体
制
の
整
備
、
地
域
の
医
療
機
関
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福

祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
等
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
自
助
活
動
に
対

す
る
支
援
等
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
思
春
期
・
青
年
期
に
お
い
て
精
神
的
問
題
を
抱
え
る
者
、
自
傷
行
為
を
繰
り
返
す
者
や
過
去

の
い
じ
め
や
被
虐
待
経
験
な
ど
に
よ
り
深
刻
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
者
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け

若
者
の
職
業
的
自
立
の
困
難
さ
や
生
活
困
窮
な
ど
の
生
活
状
況
等
の
環
境
的
な
要
因
も
十
分
に
配
慮

し
つ
つ
、
地
域
の
救
急
医
療
機
関
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
教
育
機
関
等
を
含
め
た

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
等
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
よ
り
適
切
な
医
療
機
関
や
相
談
機
関
を
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
等
、
要
支
援
者
の
早
期
発
見
、

早
期
介
入
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
８
）
が
ん
患
者
、
慢
性
疾
患
患
者
等
に
対
す
る
支
援

 

が
ん
患
者
に
つ
い
て
、
必
要
に
応
じ
専
門
的
、
精
神
心
理
的
な
ケ
ア
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
体
制
の
構
築
と
周
知
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

重
篤
な
慢
性
疾
患
に
苦
し
む
患
者
等
か
ら
の
相
談
を
適
切
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
看
護
師
等
を
養

成
す
る
な
ど
、
心
理
的
ケ
ア
が
実
施
で
き
る
体
制
の
整
備
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 ７
．
社
会
全
体
の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る

 

 自
殺
対
策
は
、
社
会
に
お
け
る
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）
」
を
減
ら
し
、

「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自
殺
に
対
す
る
保
護
要
因
）」
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
、
社
会
全
体

の
自
殺
リ
ス
ク
を
低
下
さ
せ
る
方
向
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
分
野
に
お
い

て
、「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
を
減
ら
し
、
併
せ
て
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
」
を
増
や
す
取

組
を
推
進
す
る
。

 

 （
１
）
地
域
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
と
支
援
策
、
相
談
窓
口
情
報
等
の
分
か
り
や
す
い
発
信

 

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
自
殺
対
策
関
連
の
相
談
窓
口
等
を
掲
載
し
た
啓
発
用
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
が
、

啓
発
の
対
象
と
な
る
人
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
て
作
成
・
配
布
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
、
併
せ
て
地
域

の
相
談
窓
口
が
住
民
に
と
っ
て
相
談
し
や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
促
進
す
る
。【
厚
生

労
働
省
】

 

ま
た
、
悩
み
を
抱
え
る
人
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
相
談
で
き
、
適
切
な
支
援
を
迅
速
に
受
け
ら
れ
る

た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
の
無
料
電
話
相
談
（
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）

を
設
置
し
、
併
せ
て
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
電
話
相
談
に
つ
い
て
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
（
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル
）
を
設
定
し
、
引
き
続
き
当
該
相
談
電
話
を
利
用
に
供
す
る
と
と
も
に
、

自
殺
予
防
週
間
や
自
殺
対
策
強
化
月
間
等
の
機
会
を
捉
え
、
広
く
周
知
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
国

民
の
約
３
人
に
２
人
以
上
が
当
該
相
談
電
話
に
つ
い
て
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目

指
す
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
簡
単
に
適
切
な
支
援
策
に
係
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
等
を
含
む
。）
を
活
用
し

た
検
索
の
仕
組
み
な
ど
、
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
に
関
す
る
情
報
の
集
約
、
提
供
を
強
化
し
、

そ
の
周
知
を
徹
底
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】
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「
我
が
事
・
丸
ご
と
」
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
施
策
と
し
て
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
人
、

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
自
ら
相
談
に
行
く
こ
と
が
困
難
な
人
な
ど
を
地
域
に
お
い
て
早
期
に
発
見
し
、

確
実
に
支
援
し
て
い
く
た
め
、
地
域
住
民
と
公
的
な
関
係
機
関
の
協
働
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
多
重
債
務
の
相
談
窓
口
の
整
備
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
融
資
の
充
実

 

「
多
重
債
務
問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
多
重
債
務
者
に
対
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制

の
充
実
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の
充
実
を
図
る
。【
金
融
庁
、
消
費
者
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
失
業
者
等
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
充
実
等

 

失
業
者
に
対
し
て
早
期
再
就
職
支
援
等
の
各
種
雇
用
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
の
窓
口
に
お
い
て
き
め
細
か
な
職
業
相
談
を
実
施
す
る
ほ
か
、
失
業
に
直
面
し
た
際
に
生
じ
る
心

の
悩
み
相
談
な
ど
様
々
な
生
活
上
の
問
題
に
関
す
る
相
談
に
対
応
し
、
さ
ら
に
地
方
公
共
団
体
等
と

の
緊
密
な
連
携
を
通
し
て
失
業
者
へ
の
包
括
的
な
支
援
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
地
域
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
若
年

無
業
者
等
の
職
業
的
自
立
を
個
別
的
・
継
続
的
・
包
括
的
に
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
経
営
者
に
対
す
る
相
談
事
業
の
実
施
等

 

商
工
会
・
商
工
会
議
所
等
と
連
携
し
、
経
営
の
危
機
に
直
面
し
た
中
小
企
業
を
対
象
と
し
た
相
談
事

業
、
中
小
企
業
の
一
般
的
な
経
営
相
談
に
対
応
す
る
相
談
事
業
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。【
経
済
産
業

省
】
 

ま
た
、
全
都
道
府
県
に
設
置
し
て
い
る
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
に
お
い
て
、
財
務
上
の
問
題
を

抱
え
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
窓
口
に
お
け
る
相
談
対
応
や
金
融
機
関
と
の
調
整
を
含
め
た
再
生
計

画
の
策
定
支
援
な
ど
、
事
業
再
生
に
向
け
た
支
援
を
行
う
。【
経
済
産
業
省
】

 

さ
ら
に
、
融
資
の
際
に
経
営
者
以
外
の
第
三
者
の
個
人
保
証
を
原
則
求
め
な
い
こ
と
を
金
融
機
関
に

対
し
て
引
き
続
き
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
経
営
者
の
個
人
保
証
に
よ
ら
な
い
融
資
を
よ
り
一
層
促
進

す
る
た
め
「
経
営
者
保
証
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
周
知
・
普
及
に
努
め
る
。【
金
融
庁
、
経
済

産
業
省
】
 

 （
５
）
法
的
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供
の
充
実

 

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
（
法
テ
ラ
ス
）
の
法
的
問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
提
供
の
充
実
及
び
国
民

へ
の
周
知
を
図
る
。【
法
務
省
】

 

（
６
）
危
険
な
場
所
、
薬
品
等
の
規
制
等

 

自
殺
の
多
発
場
所
に
お
け
る
安
全
確
保
の
徹
底
や
支
援
情
報
等
の
掲
示
、
鉄
道
駅
に
お
け
る
ホ
ー
ム

ド
ア
・
ホ
ー
ム
柵
の
整
備
の
促
進
等
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
、
国
土
交
通
省
】

 

ま
た
、
危
険
な
薬
品
等
の
譲
渡
規
制
を
遵
守
す
る
よ
う
周
知
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
従
来
か
ら

行
っ
て
い
る
自
殺
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
方
不
明
者
に
関
す
る
行
方
不
明
者
発
見
活
動
を
継
続
し
て

実
施
す
る
。【
警
察
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

 （
７
）
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
殺
対
策
の
強
化

 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
簡
単
に
適
切
な
支
援
策
に
係
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
等
を
含
む
。）
を
活
用
し
た
検
索
の

仕
組
み
な
ど
、
支
援
策
情
報
の
集
約
、
提
供
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

自
殺
や
自
殺
関
連
事
象
に
関
す
る
間
違
っ
た
社
会
通
念
か
ら
の
脱
却
と
国
民
一
人
ひ
と
り
の
危
機
遭

遇
時
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
等
を
含
む
。）
を
積
極
的
に
活
用

し
て
正
し
い
知
識
の
普
及
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

若
者
は
、
自
発
的
に
は
相
談
や
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
自
殺
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、
自
殺
の
手
段
等
を
検
索
し
た
り
す
る
傾
向
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
宅
へ
の
訪
問
や
街
頭
で
の
声
が
け
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
も
活
用
し
た
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
策
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
８
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
殺
関
連
情
報
対
策
の
推
進

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
殺
関
連
情
報
に
つ
い
て
サ
イ
ト
管
理
者
等
へ
の
削
除
依
頼
を
行
う
。【
警
察

庁
】
 

ま
た
、
第
三
者
に
危
害
の
及
ぶ
お
そ
れ
の
あ
る
自
殺
の
手
段
等
を
紹
介
す
る
な
ど
の
情
報
等
へ
の
対

応
と
し
て
、
青
少
年
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普
及
等
の
対
策
を
推
進
す
る
。【
総
務
省
、
文
部
科
学

省
、
経
済
産
業
省
】

 

青
少
年
が
安
全
に
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
取
組
を
促
進
し
、
同
法
に
基
づ
く
基
本
計
画
等
に
よ
り
、
青
少
年
へ
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
適
切
な
利
用
に
関
す
る
教
育
及
び
啓
発
活
動
の
推
進
等

を
行
う
。【
内
閣
府
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産
業
省
】

 

 （
９
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
殺
予
告
事
案
へ
の
対
応
等

 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
殺
予
告
事
案
に
対
す
る
迅
速
・
適
切
な
対
応
を
継
続
し
て
実
施
す
る
。【
警
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察
庁
】
 

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
自
殺
予
告
サ
イ
ト
や
電
子
掲
示
板
へ
の
特
定
個
人
を
誹
謗
中
傷

す
る
書
き
込
み
等
の
違
法
・
有
害
情
報
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
普
及
、
プ
ロ
バ
イ

ダ
に
お
け
る
自
主
的
措
置
へ
の
支
援
等
を
実
施
す
る
。【
総
務
省
、
経
済
産
業
省
】

 

 （
10
）
介
護
者
へ
の
支
援
の
充
実

 

高
齢
者
を
介
護
す
る
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
関
係
機
関
等

と
の
連
携
協
力
体
制
の
整
備
や
介
護
者
に
対
す
る
相
談
等
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
相
談
業
務

等
に
従
事
す
る
職
員
の
確
保
や
資
質
の
向
上
な
ど
に
関
し
、
必
要
な
支
援
の
実
施
に
努
め
る
。【
厚
生

労
働
省
】
 

 （
11
）
ひ
き
こ
も
り
へ
の
支
援
の
充
実

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
等
の
分
野
の
関
係
機
関
と
連
携
の
下
で
ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し

た
第
一
次
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

本
人
・
家
族
に
対
す
る
早
期
か
ら
の
相
談
・
支
援
等
を
行
い
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
を
推
進
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
、
児
童
相
談
所
に
お
い
て
、
医
師
や
保
健
師
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
を
、
本
人
や
家
族
に
対
し
て
行
う
。【
厚
生
労
働

省
】
 

 （
12
）
児
童
虐
待
や
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
へ
の
支
援
の
充
実

 

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
と
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
、
自
殺
の
リ
ス
ク
要

因
と
も
な
り
得
る
。
児
童
虐
待
の
発
生
予
防
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立
支
援
ま
で
一
連
の

対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
市
町
村
及
び
児
童
相
談
所
の
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
社
会
的
養
護
の
充
実
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
時
な
ど
に
、
た
め
ら
わ
ず
に
児
童
相

談
所
に
通
告
・
相
談
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）」

に
つ
い
て
、
毎
年
１
１
月
の
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
を
中
心
に
、
積
極
的
な
広
報
・
啓
発
を

実
施
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
社
会
的
養
護
の
下
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
施
設
な
ど
を
退
所
し
自
立
す
る
に
当
た
っ
て
、
保

護
者
な
ど
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
自
立
支
援
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
例
え
ば
進
学
や
就
職
な
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
退
所
し
た
後
も
引
き
続
き
子
ど
も
を
受
け

止
め
、
支
え
と
な
る
よ
う
な
支
援
の
充
実
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
の
精
神
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
被
害
者
が
必
要
と
す
る
情
報
の
集
約
や

関
係
機
関
に
よ
る
支
援
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
や
被
害
者
の

心
情
に
配
慮
し
た
事
情
聴
取
等
を
推
進
す
る
。【
内
閣
府
、
警
察
庁
、
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
自
殺
対
策
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
自
殺
対
策
に
係
る
電
話
相
談
事
業
を
行
う
民
間
支

援
団
体
に
よ
る
支
援
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労

働
省
】
 

さ
ら
に
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
等
、
困
難
を
抱
え
た
女
性
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
婦
人
相

談
所
等
の
関
係
機
関
と
民
間
支
援
団
体
が
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援

の
取
組
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
等
精
神
疾
患
の
有
病
率
が
高
い
背
景
と
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
対
策
に
お
け
る
医
療
と
保
健
と
の
連
携
の
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
性

犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
支
援
を
適
切
に
行
う
観
点
か
ら
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
対
策
の
実
施
に

必
要
な
調
査
研
究
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
13
）
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
の
充
実

 
 

複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活
困
窮
者
の
中
に
自
殺
リ
ス
ク
を
抱
え
て
い
る
人
が
少
な
く
な
い
実
情

を
踏
ま
え
て
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
自
立
相
談
支
援
事
業
に
お
い
て
包
括
的
な
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
に
係
る
関
係
機
関
等
と
も
緊
密
に
連
携
し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

支
援
を
行
う
。
ま
た
、
地
域
の
現
場
で
そ
う
し
た
連
携
が
進
む
よ
う
、
連
携
の
具
体
的
な
実
践
例
の

周
知
や
自
殺
対
策
の
相
談
窓
口
を
訪
れ
た
生
活
困
窮
者
を
必
要
な
施
策
に
つ
な
げ
る
た
め
の
方
策
を

検
討
す
る
な
ど
、
政
策
的
な
連
携
の
枠
組
み
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
関
係
機
関
の
相
談
員
を
対
象
に
、
ケ
ー
ス
検
討
を
含
む
合
同
の
研
修
を
行
い
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
携
促
進
に
配
慮
し
た
共
通
の
相
談
票
を
活
用
す
る
な
ど

し
て
、
自
殺
対
策
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
連
動
性
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
14
）
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
相
談
窓
口
の
充
実
等

 

 
子
育
て
と
生
計
の
維
持
を
一
人
で
担
い
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い
ひ
と
り
親
家
庭

を
支
援
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
相
談
窓
口
に
、
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員

に
加
え
、
就
業
支
援
専
門
員
の
配
置
を
進
め
、
子
育
て
・
生
活
に
関
す
る
内
容
か
ら
就
業
に
関
す
る

内
容
ま
で
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応
じ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
他
の
支
援
機
関
に
つ
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な
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
的
・
包
括
的
な
支
援
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
15
）
妊
産
婦
へ
の
支
援
の
充
実

 

妊
娠
期
か
ら
出
産
後
の
養
育
に
支
援
が
必
要
な
妊
婦
、
妊
婦
健
診
を
受
け
ず
に
出
産
に
至
っ
た
産
婦

と
い
っ
た
特
定
妊
婦
等
へ
の
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、
関
係
機
関
の
連
携
を
促
進
し
、
特
定
妊
婦

や
飛
び
込
み
出
産
に
対
す
る
支
援
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
産
婦
に
つ
い
て
は
、
産
後
う
つ
の
予
防
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
産

婦
健
康
診
査
で
心
身
の
健
康
状
態
や
生
活
環
境
等
の
把
握
を
行
い
、
産
後
の
初
期
段
階
に
お
け
る
支

援
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問
す
る
、「
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
事
業
（
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
）」
に
お
い
て
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
必
要
な
情
報
提
供
等
を
行
う
と
と
も
に
、

産
後
う
つ
の
予
防
等
も
含
め
た
支
援
が
必
要
な
家
庭
を
把
握
し
た
場
合
に
は
、
適
切
な
支
援
に
結
び

つ
け
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

産
後
に
心
身
の
不
調
又
は
育
児
不
安
等
を
抱
え
る
者
等
に
対
し
て
は
、
退
院
直
後
の
母
親
等
に
対
し

て
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
等
を
行
い
、
産
後
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
支
援
体
制
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
産
後
ケ
ア
事
業
の
法
律
上
の
枠
組
み
に
つ
い
て
、
今
後
の
事
業
の
実
施
状
況

等
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
16
）
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
支
援
の
充
実

 

法
務
局
・
地
方
法
務
局
又
は
そ
の
支
局
や
特
設
の
人
権
相
談
所
に
お
い
て
相
談
に
応
じ
る
。
人
権
相

談
等
で
、
性
的
指
向
や
性
同
一
性
障
害
に
関
す
る
嫌
が
ら
せ
等
の
人
権
侵
害
の
疑
い
の
あ
る
事
案
を

認
知
し
た
場
合
は
、
人
権
侵
犯
事
件
と
し
て
調
査
を
行
い
、
事
案
に
応
じ
た
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

【
法
務
省
】

 

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
は
、
社
会
や
地
域
の
無
理
解
や
偏
見
等
の
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
自
殺
念
慮
を

抱
え
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
教
職
員
の
理
解
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
学
校
に
お
け
る
適
切
な
教
育
相
談
の
実
施
等
を
促
す
。【
文
部
科
学
省
】

 

 
性
的
指
向
・
性
自
認
を
理
由
と
し
た
も
の
も
含
め
、
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
希
薄
な
方
々
の
相
談

先
と
し
て
、
２
４
時
間
３
６
５
日
無
料
の
電
話
相
談
窓
口
（
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
）
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
面
接
相
談
や
同
行
支
援
を
実
施
し
て
具
体
的
な
解
決
に
つ
な
げ
る
寄

り
添
い
支
援
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 
性
的
指
向
や
性
自
認
に
つ
い
て
の
不
理
解
を
背
景
と
し
て
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
得
る

こ
と
を
都
道
府
県
労
働
局
に
配
布
す
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
導
入
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
周
知

を
図
る
ほ
か
、
公
正
な
採
用
選
考
に
つ
い
て
の
事
業
主
向
け
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
方
な
ど
特
定
の
人
を
排
除
し
な
い
」
旨
を
記
載
し
周
知
す
る
。
ま
た
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
相
手
の
性
的
指
向
又
は
性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず
、
該
当
す
る
こ
と
が
あ

り
得
る
こ
と
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
周
知
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
17
）
相
談
の
多
様
な
手
段
の
確
保
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
強
化
 

国
や
地
方
公
共
団
体
、
民
間
団
体
に
よ
る
相
談
事
業
に
お
い
て
、
障
害
の
特
性
等
に
よ
り
電
話
や
対

面
に
よ
る
相
談
が
困
難
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
相
談
が
で
き
る
よ
う
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
多
様
な
意
思
疎
通
の
手
段
の
確
保
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
取
組
を
支
援
す
る
等
、
子
ど
も
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の

実
現
を
図
る
。【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】

 

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
等
、
困
難
を
抱
え
た
女
性
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
婦
人
相
談
所
等
の

関
係
機
関
と
民
間
支
援
団
体
が
連
携
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
支
援
の
取
組
を

進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 
若
者
は
、
自
発
的
に
は
相
談
や
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
自
殺
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、
自
殺
の
手
段
等
を
検
索
し
た
り
す
る
傾
向
も
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
宅
へ
の
訪
問
や
街
頭
で
の
声
が
け
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
も
活
用
し
た
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
策
を
強
化
す
る
。
【
厚
生
労
働
省
】
【
再

掲
】
 

 （
18
）
関
係
機
関
等
の
連
携
に
必
要
な
情
報
共
有
の
仕
組
み
の
周
知

 

 
地
域
に
お
け
る
多
様
な
支
え
手
に
よ
る
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
な
支
援
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
相
談
者
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
つ
つ
、
有
機
的
な
連
携
の
た
め
必
要
な
相
談
者
に
係
る

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
の
連
携
に
必
要
な
情
報
共
有
の
仕
組
み
に
係
る

取
組
事
例
を
収
集
し
、
地
方
公
共
団
体
等
に
周
知
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
19
）
自
殺
対
策
に
資
す
る
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

 

 
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
や
自
己
肯
定
感
が
低
い
若
者
、
配
偶
者
と
離
別
・
死
別
し
た
高
齢
者
や

退
職
し
て
役
割
を
喪
失
し
た
中
高
年
男
性
等
、
孤
立
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
が
、
孤

立
す
る
前
に
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
支
援
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の

居
場
所
づ
く
り
等
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
、
関
係
府
省
】

 

相
談
者
が
抱
え
る
問
題
を
具
体
的
に
解
決
し
て
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）
」
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を
減
ら
す
個
別
的
な
支
援
と
、
相
談
者
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自

殺
の
保
護
要
因
）」
を
増
や
す
居
場
所
活
動
を
通
じ
た
支
援
と
を
連
動
さ
せ
た
包
括
的
な
生
き
る
支
援

を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
20
）
報
道
機
関
に
対
す
る
世
界
保
健
機
関
の
手
引
き
等
の
周
知

 

報
道
機
関
に
適
切
な
自
殺
報
道
を
呼
び
か
け
る
た
め
、
世
界
保
健
機
関
の
自
殺
予
防
の
手
引
き
の
う

ち
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
た
め
の
手
引
き
」
や
国
内
の
報
道
機
関
が
自
主
的
に
策
定
し
た
自
殺
報
道
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
報
道
各
社
に
周
知
し
、
そ
れ
ら
の
活
用
を
呼
び
か
け
る
。【
厚
生
労
働
省
】
 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
自
主
的
な
取
組
に
資
す
る
よ
う
、
自
殺
報
道
の
影
響
や
諸
外
国
の
取
組
等

に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 ８
．
自
殺
未
遂
者
の
再
度
の
自
殺
企
図
を
防
ぐ

 

 救
急
施
設
に
搬
送
さ
れ
た
自
殺
未
遂
者
へ
の
複
合
的
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果
検
証
、
医
療
機

関
と
地
方
公
共
団
体
の
連
携
に
よ
る
自
殺
未
遂
者
支
援
の
取
組
検
証
な
ど
、
各
地
で
展
開
さ
れ
た

様
々
な
試
行
的
取
組
の
成
果
の
蓄
積
等
を
踏
ま
え
て
、
自
殺
未
遂
者
の
再
度
の
自
殺
企
図
を
防
ぐ
た

め
の
対
策
を
強
化
す
る
。
ま
た
、
自
殺
未
遂
者
を
見
守
る
家
族
等
の
身
近
な
支
援
者
へ
の
支
援
を
充

実
す
る
。
 

 （
１
）
地
域
の
自
殺
未
遂
者
等
支
援
の
拠
点
機
能
を
担
う
医
療
機
関
の
整
備

 

自
殺
未
遂
者
の
再
企
図
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
救
急
医
療
部
門
に
搬
送
さ
れ
た
自
殺
未
遂
者
に
退
院
後

も
含
め
て
継
続
的
に
適
切
に
介
入
す
る
ほ
か
、
対
応
困
難
例
の
事
例
検
討
や
地
域
の
医
療
従
事
者
へ

の
研
修
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
自
殺
未
遂
者
支
援
の
対
応
力
を
高
め
る
拠
点
と
な
る
医
療
機
関
が
必

要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
的
取
組
の
横
展
開
を

図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
救
急
医
療
施
設
に
お
け
る
精
神
科
医
に
よ
る
診
療
体
制
等
の
充
実

 

精
神
科
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
等
に
精
神
保
健
福
祉
士
等

の
精
神
保
健
医
療
従
事
者
等
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
、
治
療
を
受
け
た
自
殺
未
遂
者
の
精
神
科
医
療

ケ
ア
の
必
要
性
を
評
価
し
、
必
要
に
応
じ
て
精
神
科
医
に
よ
る
診
療
や
精
神
保
健
医
療
従
事
者
に
よ

る
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
る
救
急
医
療
体
制
の
整
備
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
自
殺
未
遂
者
に
対
す
る
的
確
な
支
援
を
行
う
た
め
、
自
殺
未
遂
者
の
治
療
と
ケ
ア
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
救
急
医
療
関
係
者
等
へ
の
研
修
等
を
通
じ
て
普
及
を
図
る
。【
厚
生
労
働

省
】
 

 （
３
）
医
療
と
地
域
の
連
携
推
進
に
よ
る
包
括
的
な
未
遂
者
支
援
の
強
化

 

 
各
都
道
府
県
が
定
め
る
保
健
、
医
療
、
福
祉
に
関
す
る
計
画
等
に
お
け
る
精
神
保
健
福
祉
対
策
を

踏
ま
え
つ
つ
、
地
域
の
精
神
科
医
療
機
関
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・
法
律
等

の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
促
進
す
る
。
医
療
機
関
と
地
方
公
共
団
体
が

自
殺
未
遂
者
へ
の
支
援
を
連
携
し
て
行
う
こ
と
に
よ
り
、
切
れ
目
の
な
い
継
続
的
か
つ
包
括
的
な
自

殺
未
遂
者
支
援
を
推
進
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
連
携
を
促
進
す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
等
の
専

門
職
を
、
医
療
機
関
を
始
め
と
し
た
地
域
に
配
置
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
一

部
再
掲
】

 

ま
た
、
地
域
に
お
い
て
か
か
り
つ
け
の
医
師
等
が
う
つ
病
と
診
断
し
た
人
を
専
門
医
に
つ
な
げ
る
た

め
の
医
療
連
携
体
制
や
様
々
な
分
野
の
相
談
機
関
に
つ
な
げ
る
多
機
関
連
携
体
制
の
整
備
を
推
進
す

る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 （
４
）
居
場
所
づ
く
り
と
の
連
動
に
よ
る
支
援

 

 
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
や
自
己
肯
定
感
が
低
い
若
者
、
配
偶
者
と
離
別
・
死
別
し
た
高
齢
者
や

退
職
し
て
役
割
を
喪
失
し
た
中
高
年
男
性
等
、
孤
立
の
リ
ス
ク
を
抱
え
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
が
、
孤

立
す
る
前
に
、
地
域
と
つ
な
が
り
、
支
援
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
孤
立
を
防
ぐ
た
め
の

居
場
所
づ
く
り
等
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
、
関
係
府
省
】【
再
掲
】

 

相
談
者
が
抱
え
る
問
題
を
具
体
的
に
解
決
し
て
「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
（
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
）
」

を
減
ら
す
個
別
的
な
支
援
と
、
相
談
者
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
「
生
き
る
こ
と
の
促
進
要
因
（
自

殺
の
保
護
要
因
）」
を
増
や
す
居
場
所
活
動
を
通
じ
た
支
援
と
を
連
動
さ
せ
た
包
括
的
な
生
き
る
支
援

を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 （
５
）
家
族
等
の
身
近
な
支
援
者
に
対
す
る
支
援

 

自
殺
の
原
因
と
な
る
社
会
的
要
因
に
関
す
る
各
種
相
談
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
の
保
健
師
等
に
よ
る
自
殺
未
遂
者
に
対
す
る
相
談
体
制

を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
精
神
科
医
療
機
関
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
・

法
律
等
の
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
な
ど
継
続
的
な
ケ
ア
が
で
き
る
体

制
の
整
備
を
一
層
進
め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
退
院
後
の
家
族
や
知
人
等
の
身
近
な
支
援
者
に
よ
る

見
守
り
の
支
援
を
充
実
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】
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ま
た
、
諸
外
国
の
実
証
研
究
に
お
い
て
、
家
族
等
の
支
援
を
受
け
た
自
殺
未
遂
者
本
人
の
自
殺
関

連
行
動
や
抑
う
つ
感
の
改
善
、
自
殺
未
遂
者
の
家
族
自
身
の
抑
う
つ
や
自
殺
念
慮
が
改
善
し
た
と
の

報
告
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
殺
未
遂
者
の
日
常
的
な
支
援
者
と
し
て
の
家
族
や
知
人
等
、
自
殺

未
遂
者
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
家
族
や
知
人
等
の
支
え
に
な
り
た
い
と
考
え
る
者
を
対
象
と
し
た
研

修
を
開
催
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
６
）
学
校
、
職
場
等
で
の
事
後
対
応
の
促
進

 

学
校
、
職
場
で
自
殺
未
遂
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
直
後
の
周
り
の
人
々
に
対
す
る
心
理
的
ケ
ア
が

的
確
に
行
わ
れ
る
よ
う
自
殺
未
遂
後
の
職
場
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
学
校
の
教
職
員
向
け
の

資
料
の
普
及
等
に
よ
り
、
適
切
な
事
後
対
応
を
促
す
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

 ９
．
遺
さ
れ
た
人
へ
の
支
援
を
充
実
す
る

 

 基
本
法
で
は
、
そ
の
目
的
規
定
に
お
い
て
、
自
殺
対
策
の
総
合
的
推
進
に
よ
り
、
自
殺
の
防
止
を
図

る
こ
と
と
と
も
に
、
自
殺
者
の
親
族
等
の
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
殺
に

よ
り
遺
さ
れ
た
人
等
に
対
す
る
迅
速
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
ど
こ
で
も
、
関
連
施
策
を
含

め
た
必
要
な
支
援
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
を
推
進
す
る
な
ど
、
支
援
を
充
実
す

る
。
ま
た
、
遺
族
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
地
域
に
お
け
る
活
動
を
支
援
す
る
。

 

 （
１
）
遺
族
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
運
営
支
援

 

地
域
に
お
け
る
遺
族
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
運
営
、
相
談
機
関
の
遺
族
等
へ
の
周
知
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
の
保
健
師
等
に
よ
る
遺
族
等
へ
の
相
談
体
制
を
充
実

す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
学
校
、
職
場
等
で
の
事
後
対
応
の
促
進

 

学
校
、
職
場
で
自
殺
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
直
後
の
周
り
の
人
々
に
対
す
る
心
理
的
ケ
ア
が
的
確

に
行
わ
れ
る
よ
う
自
殺
後
の
職
場
に
お
け
る
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
学
校
の
教
職
員
向
け
の
資
料
の
普

及
等
に
よ
り
、
適
切
な
事
後
対
応
を
促
す
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
遺
族
等
の
総
合
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
情
報
提
供
の
推
進
等

 

遺
族
等
が
全
国
ど
こ
で
も
、
関
連
施
策
を
含
め
た
必
要
な
支
援
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
遺
族
等
が
総
合
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
を

持
つ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
役
立
つ
情
報
を
迅
速
に
得
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
一
般
的
な
心
身
へ
の
影
響
と
留
意
点
、
諸
手
続
に
関
す
る
情
報
、
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
活
動

情
報
、
民
間
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
の
相
談
窓
口
そ
の
他
必
要
な
情
報
を
掲
載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
と
、
遺
族
等
と
接
す
る
機
会
の
多
い
関
係
機
関
等
で
の
配
布
を
徹
底
す
る
な
ど
、
自
殺
者

や
遺
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
遺
族
等
が
必
要
と
す
る
支
援
策
等
に
係
る
情
報
提
供
を

推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

い
わ
ゆ
る
心
理
的
瑕
疵
物
件
を
め
ぐ
る
空
室
損
害
の
請
求
等
、
遺
族
等
が
直
面
し
得
る
問
題
に
つ
い

て
、
法
的
問
題
も
含
め
検
討
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
遺
族
等
に
対
応
す
る
公
的
機
関
の
職
員
の
資
質
の
向
上

 

警
察
官
、
消
防
職
員
等
の
公
的
機
関
で
自
殺
に
関
連
し
た
業
務
に
従
事
す
る
者
に
対
し
て
、
適
切
な

遺
族
等
へ
の
対
応
等
に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
促
進
す
る
。【
警
察
庁
、
総
務
省
】【
再
掲
】

 

 （
５
）
遺
児
等
へ
の
支
援

 

地
域
に
お
け
る
遺
児
等
の
自
助
グ
ル
ー
プ
等
の
運
営
、
相
談
機
関
の
遺
児
等
や
そ
の
保
護
者
へ
の
周

知
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
と
日
頃
か
ら
接
す
る
機
会
の
多
い
学
校
の
教
職
員
を
中
心
に
、

児
童
相
談
所
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
の
保
健
師
等
に
よ
る
遺
児
等
に
関
す
る
相
談
体

制
を
充
実
す
る
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

遺
児
等
に
対
す
る
ケ
ア
も
含
め
教
育
相
談
を
担
当
す
る
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
等
を
実

施
す
る
。【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】

 

 1
0．
民
間
団
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る

 

 国
及
び
地
域
の
自
殺
対
策
に
お
い
て
、
民
間
団
体
は
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

多
く
の
民
間
団
体
が
、
組
織
運
営
や
人
材
育
成
、
資
金
確
保
等
の
面
で
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
２
８
年
４
月
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、

民
間
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
助
言
、
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も

の
と
す
る
と
さ
れ
た
。

 

 （
１
）
民
間
団
体
の
人
材
育
成
に
対
す
る
支
援

 

民
間
団
体
に
お
け
る
相
談
の
担
い
手
や
他
機
関
連
携
を
促
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
を
支
援
す

る
。【
厚
生
労
働
省
】
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活
動
分
野
ご
と
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
の
た
め
の
研
修
資
材
の
開
発
や
研
修
資
材
の
開
発
支
援
、

研
修
受
講
の
支
援
な
ど
に
よ
り
、
民
間
団
体
に
お
け
る
人
材
養
成
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
２
）
地
域
に
お
け
る
連
携
体
制
の
確
立

 

地
域
に
お
い
て
、
自
殺
対
策
を
行
っ
て
い
る
公
的
機
関
、
民
間
団
体
等
の
実
践
的
な
連
携
体
制
の
確

立
を
促
す
と
と
も
に
、
連
携
体
制
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
優
良
事
例
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
支

援
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
と
と
も
に
自
殺
等
の
兆
候
の
事
前
察
知
や
関
係
機
関
の
連
携
強
化
等
に
も

寄
与
す
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
リ
ス
ク
の
高
い
消
費
者
（
高
齢
者
、
消
費
者
被
害
経
験
者
等
）

の
消
費
者
被
害
の
防
止
の
た
め
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
支
援
す
る
。【
消
費
者
庁
】

 

 （
３
）
民
間
団
体
の
相
談
事
業
に
対
す
る
支
援

 

民
間
団
体
に
よ
る
自
殺
対
策
を
目
的
と
し
た
相
談
事
業
に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。【
厚

生
労
働
省
】

 

ま
た
、
相
談
員
の
人
材
育
成
等
に
必
要
な
情
報
提
供
を
行
う
な
ど
の
支
援
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

【
厚
生
労
働
省
】

 

 （
４
）
民
間
団
体
の
先
駆
的
・
試
行
的
取
組
や
自
殺
多
発
地
域
に
お
け
る
取
組
に
対
す
る
支
援

 

国
及
び
地
域
に
お
け
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
民
間
団
体
の
実
施
す
る
先
駆
的
・
試
行
的
な
自
殺

対
策
や
調
査
等
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
民
間
団
体
が
先
駆
的
・
試
行
的
な
自
殺
対
策
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
よ
う
、
必
要
な
情
報

提
供
等
の
支
援
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

自
殺
多
発
地
域
に
お
け
る
民
間
団
体
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 1
1．
子
ど
も
・
若
者
の
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る
 

  
我
が
国
の
自
殺
死
亡
率
は
、
近
年
、
全
体
と
し
て
は
低
下
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
２
０
歳
未
満
は

平
成
１
０
年
以
降
お
お
む
ね
横
ば
い
で
あ
り
、
２
０
歳
代
や
３
０
歳
代
は
他
の
年
代
に
比
べ
て
ピ
ー

ク
時
か
ら
の
減
少
率
が
低
い
。
ま
た
、
若
年
層
の
死
因
に
占
め
る
自
殺
の
割
合
は
高
く
、
若
年
層
の

自
殺
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
２
８
年
４
月
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
学
校
に
お

け
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
特
に
若
者
の
自
殺
対

策
を
更
に
推
進
す
る
。

 

 
支
援
を
必
要
と
す
る
若
者
が
漏
れ
な
い
よ
う
、
そ
の
範
囲
を
広
く
と
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
が
、

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
（
学
校
の
各
段
階
）
や
立
場
（
学
校
や
社
会
と
の
つ
な
が
り
の
有
無
等
）
ご
と
に

置
か
れ
て
い
る
状
況
は
異
な
っ
て
お
り
、
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
事
情
も
異
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
団
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
沿
っ
た
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
 

 （
１
）
い
じ
め
を
苦
に
し
た
子
ど
も
の
自
殺
の
予
防

 

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
、
「
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
（
平
成
２
５
年
１
０
月

１
１
日
文
部
科
学
大
臣
決
定
）
等
に
定
め
る
取
組
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校
で
も
起
こ
り
得
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周

知
徹
底
し
、
全
て
の
教
育
関
係
者
が
い
じ
め
の
兆
候
を
い
ち
早
く
把
握
し
て
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ

と
、
ま
た
そ
の
際
、
い
じ
め
の
問
題
を
隠
さ
ず
、
学
校
・
教
育
委
員
会
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て

対
処
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
指
導
す
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

子
ど
も
が
い
つ
で
も
不
安
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
よ
う
な
２
４
時
間
の
全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

（
２
４
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
よ
る
い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
体
制
に
つ

い
て
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
し
て
、
い
じ
め
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
に
対
応
で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
取
組
を
支
援
す
る
等
、
子
ど
も
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
実
現
を
図
る
。

【
文
部
科
学
省
】

 

ま
た
、
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
等
が
手
紙
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
子
ど
も
の
悩
み
に
寄
り
添
う
「
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
取
組
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

【
法
務
省
】

 

い
じ
め
が
人
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ
へ
の
理
解
を
促
す
た
め
、
い
じ
め
を
受
け
た
経
験
の
あ
る
人

や
い
じ
め
を
苦
に
自
殺
で
亡
く
な
っ
た
子
を
持
つ
遺
族
等
の
体
験
談
等
を
、
学
校
に
お
い
て
、
子
ど

も
や
教
育
関
係
者
が
聴
く
機
会
を
設
け
る
よ
う
努
め
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

 （
２
）
学
生
・
生
徒
等
へ
の
支
援
の
充
実

 

１
８
歳
以
下
の
自
殺
は
、
長
期
休
業
明
け
に
急
増
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
休
業
前
か
ら

長
期
休
業
期
間
中
、
長
期
休
業
明
け
の
時
期
に
か
け
て
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
等
に
お
け

る
早
期
発
見
・
見
守
り
等
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】

 

保
健
室
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
を
よ
り
開
か
れ
た
場
と
し
て
、
養
護
教
諭
等
の
行
う
健
康

相
談
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の

配
置
、
及
び
常
勤
化
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
な
ど
学
校
に
お
け
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
。
ま
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た
、
こ
れ
ら
の
教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
行
う
。
さ
ら
に
、
大
学
等
に
お
い
て
は
、
学

生
の
心
の
問
題
・
成
長
支
援
に
関
す
る
課
題
や
ニ
ー
ズ
へ
の
理
解
を
深
め
、
心
の
悩
み
を
抱
え
る
学

生
等
を
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
の
教
職
員
向
け
の
取
組
の
推
進
を
図
る
【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】
 

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
、「
い
じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」
等
に
定
め
る
取
組
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
ど
の
子
ど
も
に
も
、
ど
の
学
校

で
も
起
こ
り
得
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
し
、
全
て
の
教
育
関
係
者
が
い
じ
め
の
兆
候
を

い
ち
早
く
把
握
し
て
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
際
、
い
じ
め
の
問
題
を
隠
さ
ず
、
学
校
・

教
育
委
員
会
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く
べ
き
こ
と
を
指
導
す
る
。
【
文
部
科
学
省
】

【
再
掲
】
 

子
ど
も
が
い
つ
で
も
不
安
や
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
る
よ
う
な
２
４
時
間
の
全
国
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

（
２
４
時
間
子
供
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ダ
イ
ヤ
ル
）
に
よ
る
い
じ
め
な
ど
の
問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
体
制
に
つ

い
て
地
方
公
共
団
体
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
が
連
携
し
て
、
い
じ
め
を
早
期

に
発
見
し
、
適
切
に
対
応
で
き
る
地
域
ぐ
る
み
の
体
制
整
備
を
促
進
す
る
。
ま
た
、
地
方
公
共
団
体

に
よ
る
取
組
を
支
援
す
る
等
、
子
ど
も
に
対
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
体
制
の
実
現
を
図
る
。

【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】
 

ま
た
、
地
域
の
人
権
擁
護
委
員
等
が
手
紙
の
や
り
と
り
を
通
じ
て
子
ど
も
の
悩
み
に
寄
り
添
う
「
子

ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
な
ど
の
子
ど
も
の
人
権
を
守
る
取
組
を
引
き
続
き
実
施
す
る
。

【
法
務
省
】【
再
掲
】

 

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
早
期
か
ら
の
支
援
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
取
組
等
を
、
民

間
団
体
を
含
め
た
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
内
外
に
お
け
る
相
談

体
制
の
充
実
を
図
る
。【
文
部
科
学
省
】

 

高
校
中
途
退
学
者
及
び
進
路
未
決
定
卒
業
者
に
つ
い
て
、
中
途
退
学
、
卒
業
後
の
状
況
等
に
関
す
る

実
態
の
把
握
及
び
共
有
に
努
め
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
学
校
等

の
関
係
機
関
が
連
携
協
力
し
、
効
果
的
な
支
援
を
行
う
。【
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省
】

 

 （
３
）
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
に
関
す
る
教
育
の
推
進

 

 
学
校
に
お
い
て
、
体
験
活
動
、
地
域
の
高
齢
者
等
と
の
世
代
間
交
流
等
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、

児
童
生
徒
が
命
の
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
教
育
に
偏
る
こ
と
な
く
、
社
会
に
お
い
て
直
面
す
る
可
能

性
の
あ
る
様
々
な
困
難
・
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法
を
身
に
付
け
る
た
め
の
教
育
（
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し

方
に
関
す
る
教
育
）、
心
の
健
康
の
保
持
に
係
る
教
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
の
生
き
る

こ
と
の
促
進
要
因
を
増
や
す
こ
と
を
通
じ
て
自
殺
対
策
に
資
す
る
教
育
の
実
施
に
向
け
た
環
境
づ
く

り
を
進
め
る
。【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】

 

児
童
生
徒
と
日
々
接
し
て
い
る
学
級
担
任
、
養
護
教
諭
等
の
教
職
員
や
、
学
生
相
談
に
関
わ
る
大
学

等
の
教
職
員
に
対
し
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
を
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど
も
が
出
し
た
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に

つ
い
て
、
周
囲
の
大
人
が
気
づ
く
感
度
を
い
か
に
高
め
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
な
ど
に
つ

い
て
普
及
啓
発
を
実
施
す
る
た
め
、
研
修
に
資
す
る
教
材
の
作
成
・
配
布
な
ど
に
よ
り
取
組
の
支
援

を
行
う
。
自
殺
者
の
遺
児
等
に
対
す
る
ケ
ア
も
含
め
教
育
相
談
を
担
当
す
る
教
職
員
の
資
質
向
上
の

た
め
の
研
修
等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
自
殺
念
慮
の
割
合
等
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
、
無
理
解
や
偏
見
等
が
そ
の
背
景
に
あ
る
社
会
的
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と

捉
え
て
、
教
職
員
の
理
解
を
促
進
す
る
。【
文
部
科
学
省
】【
再
掲
】

 

 （
４
）
子
ど
も
へ
の
支
援
の
充
実

 

貧
困
の
状
況
に
あ
る
子
ど
も
が
抱
え
る
様
々
な
問
題
が
自
殺
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
り
か
ね
な
い
た
め
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
施
策
と
自
殺
対
策
と
の
連
携
を

深
め
る
。【
内
閣
府
、
厚
生
労
働
省
】

 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
、
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
居
場
所
づ
く
り
を

含
む
学
習
支
援
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
親
と
の
離
別
・
死
別
等
に
よ
り
精
神
面
や
経
済
面
で

不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
を
対
象
に
、
悩
み
相
談
を
行
い
つ
つ
、
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
習
得
や
学
習
支
援
等
を
行
う
居
場
所
づ
く
り
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

児
童
虐
待
は
、
子
ど
も
の
心
身
の
発
達
と
人
格
の
形
成
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
児
童
虐
待
の
発

生
予
防
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の
自
立
支
援
ま
で
一
連
の
対
策
の
更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、

市
町
村
及
び
児
童
相
談
所
の
相
談
支
援
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
社
会
的
養
護
の
充
実
を
図
る
。

【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

ま
た
、
社
会
的
養
護
の
下
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
施
設
な
ど
を
退
所
し
自
立
す
る
に
当
た
っ
て
、
保

護
者
な
ど
か
ら
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
多
く
、
そ
の
結
果
、
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
の
自
立
支
援
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め
に
、
例
え
ば
進
学
や
就
職
な
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
支
援
が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
退
所
し
た
後
も
引
き
続
き
子
ど
も
を
受
け

止
め
、
支
え
と
な
る
よ
う
な
支
援
の
充
実
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 （
５
）
若
者
へ
の
支
援
の
充
実

 

「
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
地
域
の
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
若
年
無
業

者
等
の
職
業
的
自
立
を
個
別
的
・
継
続
的
・
包
括
的
に
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
等
の
分
野
の
関
係
機
関
と
連
携
の
下
で
ひ
き
こ
も
り
に
特
化
し

た
第
一
次
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、
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本
人
・
家
族
に
対
す
る
早
期
か
ら
の
相
談
・
支
援
等
を
行
い
、
ひ
き
こ
も
り
対
策
を
推
進
す
る
。
こ

の
ほ
か
、
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
、
児
童
相
談
所
に
お
い
て
、
医
師
や
保
健
師
、
精
神

保
健
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
等
に
よ
る
相
談
・
支
援
を
、
本
人
や
家
族
に
対
し
て
行
う
。【
厚
生
労
働

省
】【
再
掲
】

 

性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
者
の
精
神
的
負
担
軽
減
の
た
め
、
被
害
者
が
必
要
と
す
る
情
報
の
集
約
や

関
係
機
関
に
よ
る
支
援
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
や
被
害
者
の

心
情
に
配
慮
し
た
事
情
聴
取
等
を
推
進
す
る
。【
内
閣
府
、
警
察
庁
、
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

ま
た
、
自
殺
対
策
と
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
自
殺
対
策
に
係
る
電
話
相
談
事
業
を
行
う
民
間
支

援
団
体
に
よ
る
支
援
の
連
携
を
強
め
る
と
と
も
に
、
居
場
所
づ
く
り
の
充
実
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労

働
省
】【
再
掲
】

 

さ
ら
に
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
等
、
困
難
を
抱
え
た
女
性
の
支
援
を
推
進
す
る
た
め
、
婦
人
相

談
所
等
の
関
係
機
関
と
民
間
支
援
団
体
が
連
携
を
強
化
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
居
場
所
づ
く
り
な
ど

の
支
援
の
取
組
を
進
め
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

思
春
期
・
青
年
期
に
お
い
て
精
神
的
問
題
を
抱
え
る
者
、
自
傷
行
為
を
繰
り
返
す
者
や
被
虐
待
経
験

な
ど
に
よ
り
深
刻
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
者
に
つ
い
て
、
地
域
の
救
急
医
療
機
関
、
精
神
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
所
、
教
育
機
関
等
を
含
め
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
労
働
等
の
関
係
機

関
・
関
係
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
適
切
な
医
療
機
関
や
相
談
機
関
を
利
用
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
等
、
精
神
疾
患
の
早
期
発
見
、
早
期
介
入
の
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】

【
再
掲
】
 

 （
６
）
若
者
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
の
充
実

 

若
者
は
、
自
発
的
に
は
相
談
や
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
自
殺
を
ほ
の
め
か
し
た
り
、
自
殺
の
手
段
等
を
検
索
し
た
り
す
る
傾
向
も
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
自
宅
へ
の
訪
問
や
街
頭
で
の
声
が
け
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
も

活
用
し
た
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
策
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】
【
再
掲
】

 

支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
簡
単
に
適
切
な
支
援
策
に
係
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
等
を
含
む
。）
を
活
用
し
た
検
索
の

仕
組
み
な
ど
、
支
援
策
情
報
の
集
約
、
提
供
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

若
年
層
の
自
殺
対
策
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
若
者
の
自
殺
や
生
き
づ
ら
さ
に
関
す

る
支
援
一
体
型
の
調
査
を
支
援
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

  

（
７
）
知
人
等
へ
の
支
援

 

若
者
は
、
支
援
機
関
の
相
談
窓
口
で
は
な
く
、
個
人
的
な
つ
な
が
り
で
、
友
人
等
の
身
近
な
者
に
相

談
す
る
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
悩
み
を
打
ち
明
け
ら
れ
、
相
談
を
受
け
た
身
近
な

者
が
、
対
応
に
苦
慮
し
て
自
ら
も
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
案
（
い
わ
ゆ
る
「
共
倒
れ
」）
も

発
生
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
民
間
団
体
の
活
動
に
従
事
す
る
人
や
、
悩
み
を
抱

え
る
者
を
支
援
す
る
家
族
や
知
人
等
を
含
め
た
支
援
者
も
含
む
自
殺
対
策
従
事
者
に
つ
い
て
、
相
談

者
が
自
殺
既
遂
に
至
っ
た
場
合
も
含
め
て
心
の
健
康
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
心
の
健
康
に
関
す
る
知
見
を
い
か
し
た
支
援
方
法
の
普
及
を
図
る
。
【
厚
生
労
働
省
】

【
再
掲
】

 

 1
2
.勤
務
問
題
に
よ
る
自
殺
対
策
を
更
に
推
進
す
る

 

 （
１
）
長
時
間
労
働
の
是
正

 

長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
い
て
は
、「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
を
踏
ま
え
、
労
働
基
準
法
を
改
正
し
、

週
４
０
時
間
を
超
え
て
労
働
可
能
と
な
る
時
間
外
労
働
の
限
度
を
原
則
と
し
て
、
月
４
５
時
間
、
か

つ
、
年
３
６
０
時
間
と
し
、
違
反
に
は
以
下
の
特
例
の
場
合
を
除
い
て
罰
則
を
課
す
。
特
例
と
し
て
、

臨
時
的
な
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
と
し
て
、
労
使
が
合
意
し
て
労
使
協
定
を
結
ぶ
場
合
に
お
い
て

も
、
上
回
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
間
外
労
働
時
間
を
年
７
２
０
時
間
（
＝
月
平
均
６
０
時
間
）
と
す

る
。
か
つ
、
年
７
２
０
時
間
以
内
に
お
い
て
、
一
時
的
に
事
務
量
が
増
加
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
最

低
限
、
上
回
る
こ
と
の
で
き
な
い
上
限
を
設
け
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

加
え
て
、
労
使
が
上
限
値
ま
で
の
協
定
締
結
を
回
避
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
点
で
合
意
し
た
こ
と

に
鑑
み
、
さ
ら
に
可
能
な
限
り
労
働
時
間
の
延
長
を
短
く
す
る
た
め
、
新
た
に
労
働
基
準
法
に
指
針

を
定
め
る
規
定
を
設
け
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
過
労
死
・
過
労
自
殺
を
防
止
す
る
た
め
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
に

向
け
、
長
時
間
労
働
が
行
わ
れ
て
い
る
事
業
場
に
対
す
る
監
督
指
導
の
徹
底
な
ど
労
働
基
準
監
督
署

に
よ
る
監
督
指
導
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
場
や
非
正
規
雇
用
を
含
め
た
全
て
の
労
働

者
の
長
時
間
労
働
を
抑
制
す
る
た
め
、
労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
に
向
け
た
環
境
整
備
を
推
進
す
る
。

【
厚
生
労
働
省
】

 

加
え
て
、
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
を
徹
底
す
る
た
め
、
企
業
向
け
の
新
た
な
労
働
時
間
の
把
握
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

さ
ら
に
、
過
労
死
等
が
な
く
、
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
の
た
め
、「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
に
基
づ
き
、
調

67



 

 
 

67 

査
研
究
等
、
啓
発
、
相
談
体
制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
等
の
過
労
死
等
の
防

止
の
た
め
の
対
策
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 （
２
）
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

 

過
労
死
等
が
な
く
、
仕
事
と
生
活
を
調
和
さ
せ
、
健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
の
た
め
、「
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
に
基
づ
き
、
調
査
研
究
等
、

啓
発
、
相
談
体
制
の
整
備
等
、
民
間
団
体
の
活
動
に
対
す
る
支
援
等
の
過
労
死
等
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】
【
再
掲
】

 

ま
た
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
を
推
進
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、「
労
働
者
の

心
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
」
の
普
及
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
２
７
年
１
２
月
に
創
設
さ
れ
た
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
実
施
の
徹
底
を
通
じ
て
、

事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
更
な
る
普
及
を
図
る
。
併
せ
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
長
時
間
労
働
な
ど
の
量
的
負
荷
の
チ
ェ
ッ
ク
の
視
点
だ
け
で
は
な
く
、
職

場
の
人
間
関
係
や
支
援
関
係
と
い
っ
た
質
的
負
荷
の
チ
ェ
ッ
ク
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
職
場
環
境
の

改
善
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
活
用
し
た
集
団
分
析
を
踏
ま
え
た

職
場
環
境
改
善
に
係
る
取
組
の
優
良
事
例
の
収
集
・
共
有
、
職
場
環
境
改
善
の
実
施
等
に
対
す
る
助

成
措
置
等
の
支
援
を
通
じ
て
、
事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
推
進
す
る
。【
厚
生
労
働

省
】【
再
掲
】

 

加
え
て
、
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
総
合
的
な
情
報
提
供
や
電

話
・
メ
ー
ル
相
談
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
各
都
道
府
県
に
あ
る
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
事
業
者
へ
の
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
、
事
業
場
の
人
事
労
務
担
当
者
・
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
へ
の

研
修
、
事
業
場
へ
の
個
別
訪
問
に
よ
る
若
年
労
働
者
や
管
理
監
督
者
に
対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
の
予
防
に
関
す
る
研
修
な
ど
を
実
施
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

小
規
模
事
業
場
に
対
し
て
は
、
安
全
衛
生
管
理
体
制
が
必
ず
し
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域
窓
口
に
お
い
て
、
個
別
訪
問
等
に
よ
り
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
を
感

じ
て
い
る
労
働
者
に
対
す
る
相
談
対
応
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
等
に
対
す
る
助
成
措
置
等
を
通
じ
て
、
小
規
模
事
業
場
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
強
化
す
る
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

ま
た
、「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
や
「
健
康
・
医
療
戦
略
」
に
基
づ
き
、
産
業
医
・
産
業
保
健
機
能

の
強
化
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
健
康
経
営
の
普
及
促
進
等
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
す
る
と
と
も
に
、
そ

れ
ら
を
連
動
さ
せ
て
一
体
的
に
推
進
す
る
。【
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

 

（
３
）
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

 

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
に
つ
い
て
は
、「
働
き
方
改
革
実
行
計
画
」
に
お
い
て
「
職
場
の
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
を
強
化
す
る
た
め
、
政
府
は
労
使
関
係
者
を
交
え
た
場
で
対
策
の
検
討
を
行

う
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
有
識
者
と
労
使
関
係
者
か
ら
な
る
検
討
会
を
開
催
し
、
職
場
の
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
態
や
課
題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
職
場
の
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

の
強
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】

 

ま
た
、
引
き
続
き
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
企
業
向
け
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
広
く
国
民
及
び
労
使
へ

の
周
知
・
広
報
や
労
使
の
具
体
的
な
取
組
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
労
務
管
理
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
専
門
家
等
を
対
象
に
、
企
業
に
対
し
て
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
取
組
を

指
導
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に
係

る
指
導
の
際
に
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
指
導
も
行
う
。【
厚
生
労
働
省
】【
再
掲
】

 

さ
ら
に
、
全
て
の
事
業
所
に
お
い
て
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
及
び
妊
娠
・
出
産
等
に
関
す
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
方
針
の
明
確
化
及
び
そ
の
周
知
・
啓
発
、
相
談
窓
口

の
設
置
等
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が
生
じ
た
事
業
所

に
対
し
て
は
、
適
切
な
事
後
の
対
応
及
び
再
発
防
止
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ
る
よ
う
都
道
府
県
労

働
局
雇
用
環
境
・
均
等
部
（
室
）
に
よ
る
指
導
の
徹
底
を
図
る
。【
厚
生
労
働
省
】

 

 第
５

 自
殺
対
策
の
数
値
目
標

 

 平
成
２
８
年
４
月
、
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
最
終
的
に

目
指
す
べ
き
は
そ
う
し
た
社
会
の
実
現
で
あ
る
が
、
当
面
の
目
標
と
し
て
は
、
先
進
諸
国
の
現
在
の

水
準
ま
で
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
３
８
年
ま
で
に
、
自
殺
死
亡
率
を
２
７
年
と
比
べ
て

３
０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
注
）

 

な
お
、
で
き
る
だ
け
早
期
に
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
し
、
目
標
が
達
成
さ
れ
た
場

合
は
、
大
綱
の
見
直
し
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
在
り
方
も
含
め
て
数
値
目
標
を
見
直
す
も
の
と

す
る
。
 

注
）
世
界
保
健
機
関

Mo
rt
al
it
y 
Da
t
ab
as
e
に
よ
れ
ば
、
先
進
諸
国
の
自
殺
死
亡
率
は
、
フ
ラ
ン
ス

１
５
．
１
（
２
０
１
３
）、
米
国
１
３
．
４
（
２
０
１
４
）、
ド
イ
ツ
１
２
．
６
（
２
０
１
４
）、
カ
ナ

ダ
１
１
．
３
（
２
０
１
２
）
、
英
国
７
．
５
（
２
０
１
３
）
、
イ
タ
リ
ア
７
．
２
（
２
０
１
２
）
で
あ

る
。
 

平
成
２
７
年
の
自
殺
死
亡
率
は
１
８
．
５
で
あ
り
、
そ
れ
を
３
０
％
以
上
減
少
さ
せ
る
と
１
３
．
０
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以
下
と
な
る
。
我
が
国
の
総
人
口
は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
中
位
推
計
（
平
成
２

９
年
推
計
）
に
よ
る
と
、
平
成
３
７
年
に
は
約
１
億
２
３
０
０
万
人
に
な
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
自
殺
者
数
は
約
１
万
６
０
０
０
人
以
下
と
な
る
必
要
が
あ
る
。

 

 第
６

 推
進
体
制
等

 

 １
．
国
に
お
け
る
推
進
体
制

 

 大
綱
に
基
づ
く
施
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
自
殺
総
合
対
策
会
議
を
中
心
に
、

必
要
に
応
じ
て
一
部
の
構
成
員
に
よ
る
会
合
を
機
動
的
に
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
関
係
行
政
機
関
相
互
の
緊
密
な
連
携
・
協
力
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
相

互
間
の
十
分
な
調
整
を
図
る
。

 

 さ
ら
に
、
同
会
議
の
事
務
局
が
置
か
れ
て
い
る
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
関
係
府
省
が
行
う
対
策
を

支
援
、
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
自
殺
対
策
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
地
方
公
共
団

体
の
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
を
支
援
し
、
国
を
挙
げ
て
総
合
的
な
自
殺
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

特
異
事
案
の
発
生
等
の
通
報
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
関
係
府
省
緊
急
連
絡
会
議
を
機
動
的
に

開
催
し
、
適
切
に
対
応
す
る
。

 

ま
た
、
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
団
体
、
民
間
団

体
等
が
連
携
・
協
働
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
る
。

 

さ
ら
に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、
労
働
、
男
女
共
同
参
画
、
高
齢
社
会
、
少
子
化
社
会
、
青

少
年
育
成
、
障
害
者
、
犯
罪
被
害
者
等
支
援
、
地
域
共
生
社
会
、
生
活
困
窮
者
支
援
そ
の
他
の
関
連

施
策
な
ど
関
連
す
る
分
野
と
も
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
施
策
を
推
進
す
る
。

 

 
ま
た
、
自
殺
総
合
対
策
推
進
セ
ン
タ
ー
は
、
関
係
者
が
連
携
し
て
自
殺
対
策
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
取
り
組
む
た
め
の
拠
点
と
し
て
、
精
神
保
健
的
な
視
点
に
加
え
、
社
会
学
、
経
済
学
、
応
用
統

計
学
等
の
学
際
的
な
視
点
か
ら
、
国
が
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
た
め
の
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く

政
策
支
援
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
地
域
レ
ベ
ル
の
取
組
を
支
援
す
る
視
点
か
ら
、
民
間
団
体
を
含
む
基

礎
自
治
体
レ
ベ
ル
の
取
組
の
実
務
的
・
実
践
的
支
援
の
強
化
及
び
地
域
が
実
情
に
応
じ
て
取
り
組
む

た
め
の
情
報
提
供
や
仕
組
み
づ
く
り
（
人
材
育
成
等
）
を
行
う
。

 

   

２
．
地
域
に
お
け
る
計
画
的
な
自
殺
対
策
の
推
進

 

 自
殺
対
策
は
、
家
庭
や
学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
社
会
全
般
に
深
く
関
係
し
て
お
り
、
総
合
的
な
自

殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
多
様
な
関
係
者
の
連
携
・
協
力
を
確
保
し
つ
つ
、
地
域
の

特
性
に
応
じ
た
実
効
性
の
高
い
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

 

こ
の
た
め
、
国
は
地
域
自
殺
対
策
計
画
策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
自
殺
実
態
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
政
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
作
成
・
提
供
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定
都
市
に
お
い
て
、
地
域
自
殺
対

策
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
置
と
同
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
管
内
の
市
区
町
村
の
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策

定
・
進
捗
管
理
・
検
証
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
支
援
す
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
市
に
お

い
て
、
様
々
な
分
野
の
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
自
殺
対
策
連
絡
協
議
会
等
の
自
殺

対
策
の
検
討
の
場
の
設
置
と
同
協
議
会
等
に
よ
り
地
域
自
殺
対
策
計
画
の
策
定
等
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
情
報
の
提
供
等
適
切
な
支
援
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

市
町
村
に
お
い
て
も
自
殺
対
策
の
専
任
部
署
の
設
置
、
自
殺
対
策
と
他
の
施
策
等
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
役
を
担
う
自
殺
対
策
の
専
任
職
員
が
配
置
さ
れ
る
よ
う
、
積
極
的
に
働
き
か
け
る
。
さ
ら
に
、

複
数
の
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
連
携
の
取
組
に
つ
い
て
も
、
情
報
の
提
供
等
適
切
な
支
援
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
地
域
に
お
け
る
取
組
に
民
間
団
体
等
の
参
画
が
一
層
進
む
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
に
働
き
か
け
る
。

 

 ３
．
施
策
の
評
価
及
び
管
理

 

 自
殺
総
合
対
策
会
議
に
よ
り
、
本
大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状
況
、
目
標
の
達
成
状
況
等
を
把
握

し
、
そ
の
効
果
等
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
た
施
策
の
見
直
し
と
改
善
に
努
め
る
。

 

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
下
に
、
中
立
・
公
正
の
立
場
か
ら
本
大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
状

況
、
目
標
の
達
成
状
況
等
を
検
証
し
、
施
策
の
効
果
等
を
評
価
す
る
た
め
の
仕
組
み
を
設
け
、
効
果

的
に
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
。

 

 ４
．
大
綱
の
見
直
し

 

 本
大
綱
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
推
進
す
べ
き
自
殺
対
策
の
指
針
と
し
て
の
性
格
に
鑑
み
、
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
、
自
殺
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
の
変
化
、
本
大
綱
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
状
況
や
目
標
達
成

状
況
等
を
踏
ま
え
、
お
お
む
ね
５
年
を
目
途
に
見
直
し
を
行
う
。
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村上市民の命の大切さと心の絆を深める自殺予防対策検討委員会 名簿 

［任期：平成 28年８月１日～平成 30年７月 31日］ 

（敬称略） 

 団体等名 役 職 名 氏  名 

１ 村上市 副 市 長 忠    聡 

２ 新潟県村上地域振興局健康福祉部地域保健課 課 長 富 山  順 子 

３ 新潟県村上警察署生活安全課 課 長 志 田  憲 彦 

４ 村上公共職業安定所 統括職業指導官 横 山  初 美 

５ 村上人権擁護委員協議会 会 長 富 樫  勇 巳 

６ 村上市岩船郡医師会 理 事 馬 場  肝 作 

７ 村上商工会議所 事 務 局 長 高 橋  淳 一 

８ 村上市民生委員児童委員協議会連合会 会 長 楠 田   正 

９ 新潟いのちの電話後援会下越支部 理 事 齋 藤   研 

10 村上市ＰＴＡ協議会 理 事 東   美 幸 

11 村上市区長会連絡協議会 副 会 長 片 野   清 

12 ＮＰＯ法人自殺防止ネットワーク風 住 職 野 田  尚 道 

13 新潟県下越地域いのちとこころの支援センター 専門相談員 大 野  琴 美 

14 村上地域老人クラブ連合会 理 事 山 田  正 巳 

15 村上市青少年健全育成センター 指 導 員 山 田  久 美 子 

16 新潟合同法律事務所 弁 護 士 加 賀 谷  達 郎 

17 村上市消防本部警防課 係 長 菅 原  直 巳 

18 村上市福祉課 課 長 補 佐 木 村  静 子 

19 村上市介護高齢課 係 長 渋 谷  直 人 

20 村上市教育委員会学校教育課 指 導 主 事 坂 爪   淳 

    

事 
 

務 
 

局 

保健医療課 課 長 信 田  和 子 

保健医療課 課 長 補 佐 中 村  和 子 

保健医療課 副 参 事 川 崎  健 一 

保健医療課 係 長 中 村  み ゆ き 

保健医療課 係 長 小 林  春 美 

保健医療課 主 任 高 鳥  ま ど か 

朝日支所地域振興課 係 長 押 切  和 美 
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≪ あ行 ≫ 

 
アウトリーチ［あうとりーち］ 

手を差しのべること。援助が必要であるにもかかわらず、自発的に申し出をしない人々に対して公共機関等が積極

的に働きかけて支援の実現を目指すこと 
 
岩船郡村上市雇用対策協議会［いわふねぐんむらかみしこようたいさくきょうぎかい］ 

労働力の確保と雇用の安定を図り、地域産業の振興に関与することを目的に、岩船郡及び村上市に事務所がある企

業等で構成された団体 
 
Ｓ０Ｓミニレター［えすおーえすみにれたー］ 

子ども間のいじめ、子どもへの暴力や虐待等人権問題による苦しみ、悲しみ、救済を求める子どものＳＯＳを人権

擁護委員に相談するのがＳＯＳミニレター 
 

≪ か行 ≫ 

 
介護支援専門員(ケアマネジャー）［かいごしえんせんもんいん］ 

要介護者等からの相談に応じ、その心身の状況に応じて介護サービス計画を作成するとともに、市町村や事業所と

連絡調整を行うもの 
 
下越地域いのちとこころの支援センター［かえつちいきいのちとこころのしえんせんたー］ 

県が自殺者数減少に向けた取組を進め、自殺未遂者等ハイリスク者やその家族等への支援を一層強化するため設置

した専門機関。新発田地域振興局健康福祉環境部に開設 
 
神林いこいの家［かみはやしいこいのいえ］ 

市民の健康増進、教養の向上や高齢者の生きがい活動のための機会や場所等を提供し、明るい地域福祉の推進に寄

与するために市が設置している施設 
 
下越地域若者サポートステーション（村上常設サテライト）［かえつちいきわかものさぽーとすてーしょん］ 

働くことに悩みを抱えている 15歳から 39歳までの若者に対し、キャリアコンサルタントによる専門的な相談、コ

ミュニケーション訓練によるステップアップ、協力企業への就労体験などにより、就労に向けた支援を行っている

機関 
 
キャリアコンサルタント［きゃりあこんさるたんと］ 

学生、求職者、在職者等を対象に職業選択や能力開発に関する相談・助言を行う専門職 
 
救急救命士［きゅうきゅうきゅうめいし］ 

「救急救命士」はわが国の医療の普及と向上を図ることを目的とし、平成 3 年に救急救命士法が施行されたことを

受け、救急救命士国家試験に合格した者に、厚生労働大臣から免許をうけた国家資格であり、一定の条件下ではあ

るが、診療の補助として救急救命処置を行うことを業としている 
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経済センサス基礎調査［けいざいせんさすきそちょうさ］ 

わが国の全ての事業所及び企業の経済活動の状態等を調査する国の基本的な統計調査の一つ 
 
ゲートキーパー養成講座［げーときーぱーようせいこうざ］ 

地域の中で自殺危機の可能性がある人に出会った際、そのサインに気づき必要に応じて、相談機関につなげるため

のスキルを身につける講座 
 
高齢者虐待防止ネットワーク会議［こうれいしゃぎゃくたいぼうしねっとわーくかいぎ］ 

支援関係者が集まり高齢者虐待の現状把握、課題を整理し、今後の支援のあり方を検討する会議 
 
子育て支援センター［こそだてしんせんたー］ 

子育て家庭に対する育児不安等の相談事業、子育てサークル等への支援及び児童虐待への早期対応等、地域の子育

て家庭に対する育児支援を行う 
 

≪ さ行 ≫ 

 
児童扶養手当［じどうふようてあて］ 

父母の離婚などにより、父又は母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭の生活の安定と自立の促進に

寄与し、子供の福祉の増進を図ることを目的として、支給される手当 
 
自立支援教育訓練給付金［じりつしえんきょういくくんれんきゅうふきん］ 

母子家庭の母又は父子家庭の父による就職に有利な資格の習得を支援し、福祉の向上を図るためその母が国の指定

する講座等を受講することに伴い、必要となる費用の一部として支給する給付金 
 
食生活改善推進委員（ヘルスメイト）［しょくせいかつかいぜんすいしんいいん］ 

市が開催する「ヘルスメイト養成講座」を受講後、健康の基本である食生活の改善等のために活動しているボラン

ティア 
 
ジョブトレーニング［じょぶとれーにんぐ］ 

就職を目指す若者に対する職業体験プログラム。協力企業で実際に作業を行っている 
 
スクールカウンセラー（ＳＣ）［すくーるかうんせらー］ 

教育機関において心理相談業務に従事する心理職専門家の職業名、及び当該の任に就く人のこと 
 
スクールガードリーダー［すくーるがーどりーだー］ 

児童生徒の通学時の安全確保に向けて見守りを行うボランティア 
 
スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）［すくーるそーしゃるわーかー］ 

児童・生徒が日常生活で直面する苦しみや悩みについて、児童・生徒の社会環境を構成する家族や学校、地域に働

きかけ福祉的なアプローチによって解決を支援する専門職 
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ストレスチェック［すとれすちぇっく］ 

ストレスに関する質問票に記入し、それを集計・分析することで自分のストレスがどのような状態にあるか調べる

簡単な検査 
 
生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業、家計相談支援事業、就業準備支援事業） 

［せいかつこんきゅうしゃじりつしえんじぎょう］ 

生活困窮者が困窮状態から早期に脱出することを支援するため、関係機関と連携し、本人の状態に応じた包括的か

つ継続的な相談支援を実施する 
 
性的マイノリティ［せいてきまいのりてぃ］ 

性的少数者を総称する言葉。一般的に同性愛者、両性愛者、性同一性障害者などが含まれる 
 

≪ た行 ≫ 

定住自立圏［ていじゅうじりつけん］ 

複数の市町村に渡る広域的な範囲において、中心となる市の機能やサービスなどを集中・強化しながら、周辺市町

村を含めた圏域全体の利便性の向上や定住促進を図ることとして、市町村が連携を協定した地域 
 

≪ な行 ≫ 

 
認知症サポーター［にんちしょうさぽーたー］ 

「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」となる。認知症を正しく理解してもらい、認知

症の人や家族を暖かく見守る応援者となり自分のできる範囲で活動を行う 
 
乗り合いタクシー［のりあいたくしー］ 

市では路線バスが運行していない地域の移動手段の確保を目的に乗り合いタクシーの運行を行っている。（村上市公

共交通活性化協議会で実施）高齢者等の通院や買物に利用されている 
 

≪ は行 ≫ 

 
フェイスブック［ふぇいすぶっく］ 

ソーシャルネットワークサービスのことで、インターネットで利用者が実名で外の人々と交流できる。公開範囲を

限定する事ができる 
 
ＰＤＣＡサイクル［ぴーでぃーしーえーさいくる］ 

策定した計画を評価し、改善などを加えながら実行していく仕組みのこと。計画（plan)、実行(do)、評価(check)、

改善（act)の順に見直しをかける 
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≪ ま行 ≫ 

まちづくり情報誌［まちづくりじょうほうし］ 

地域まちづくり組織が発行する情報誌「まちづくり通信」。各地域まちづくり組織では、組織の情報を地域に発信す

るため「まちづくり通信」を発行している 
 
街中お年寄り愛所［まちなかおとしよりあいじょ］ 

高齢者が休憩できるスペースの提供や生活上の簡単な相談支援などを行い、お年寄りにやさしい店舗などとして市

に登録している、店や事業所 
 
民生委員児童委員［みんせいいいんじどういいん］ 

厚生労働大臣から委嘱された非常勤特別職の地方公務員。地域住民の福祉のために、市民の身近な相談役として暮

らしを支援します 
 
村上・岩船地域自立支援協議会［むらかみ・いわふねちいきじりつしえんきょうぎかい］ 

相談支援事業をはじめとする地域の障がい福祉に関するシステムづくりに関し、中核的な役割を果たす協議の場と

して、村上市・関川村・粟島浦村で共同設置している 
 
村上・岩船地域医療懇談会［むらかみ・いわふねちいきいりょうこんだんかい］ 

村上・岩船地域の住民が、安心して暮らせる医療体制整備を図るため、行政、医療関係者の協議の場として設置し

ている 
 
村上岩船地区保護司会［むらかみいわふねちくほごしかい］ 

保護司は犯罪を行った者の更正の援助や、犯罪予防のための世論の啓発などを使命とする非常勤の国家公務員。「社

会を明るくする運動」や犯罪予防運動等を推進している 
 
むらかみ出前講座［むらかみでまえこうざ］ 

行政などの様々な仕事や制度について、担当の職員が直接出向いて説明し、学習機会を提供する事業 
 
村上市子ども・若者総合サポート会議［むらかみしこども・わかものそうごうさぽーとかいぎ］ 

社会生活を円滑に営む上での困難を有する 0歳から 39歳までの子ども・若者に対し、地域の関係機関等が連携し、

それぞれの成長に合わせて切れ目なく総合的に支援することを目的に設置された会議 
 
村上市コミュニテイデイホーム［むらかみしこみゅにてぃでいほーむ］ 

高齢者が住み慣れた地域や家庭でできるだけ長く生活できるよう、デイサービス等を提供することにより、要援護

老人の情緒の安定、孤独感の解消及び介護家庭の負担の軽減を図るため設置された市の施設 
 
村上市生涯学習推進センター（マナボーテ村上）［むらかみししょうがいがくしゅうすいしんせんたー］ 

市民の生涯学習の支援・振興を図ることを目的に設置された施設。村上市中央公民館及び村上地区公民館が併設さ

れている 
 
村上市青少年健全育成センター［むらかみしせいしょうねんけんぜんいくせいせんたー］ 

青少年の健全育成及び非行防止を図るために設置された機関 
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メンタルヘルス対策［めんたるへるすたいさく］ 

こころの健康や病気の対策。ストレスチェックなど 
 

≪ ら行 ≫ 

 
臨戸訪問［りんこほうもん］ 

家を一軒一軒訪ねること 
 

≪ わ行 ≫ 

 
ワーク・ライフ・バランス［わーく・らいふ・ばらんす］ 

「仕事と生活の調和」の意味で、働きながら私生活も充実させられるように職場や社会環境を整えること 
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県立村上高等学校書道部 作 

平成 29年度「村上・岩船地域の医療を考えるフォーラム」 
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